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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データを構成する各ピクチャの画像データが階層符号化されて生成された、低階
層側のピクチャの符号化画像データを持つ第１のビデオストリームと高階層側のピクチャ
の符号化画像データを持つ第２のビデオストリームを含むと共に、上記第１のビデオスト
リームおよび上記第２のビデオストリームにそれぞれ対応して、各ビデオストリームに含
まれる各ピクチャの符号化画像データに対応する階層の最大および最小の値を示す階層範
囲情報を含み、さらに、上記第１のビデオストリームに対応して該第１のビデオストリー
ムのレベル指定値が挿入された第１のデスクリプタと、上記第２のビデオストリームに対
応して上記第１のビデオストリームおよび上記第２のビデオストリームを合わせたビデオ
ストリームのレベル指定値が挿入された第２のデスクリプタを含む多重化ストリームを受
信する受信部と、
　上記階層範囲情報と、上記第１のデスクリプタおよび第２のデスクリプタに挿入されて
いるビデオストリームのレベル指定値に基づいて、上記受信された多重化ストリームに含
まれる上記第１のビデオストリーム、あるいは上記第１のビデオストリームおよび上記第
２のビデオストリームの双方から、最下位の階層から所望の階層までのピクチャの符号化
画像データを取り出し、復号化処理を行って得られた各ピクチャの画像データのフレーム
レートを表示能力に合わせる処理部を備える
　受信装置。
【請求項２】
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　上記処理部は、デコード能力に応じて選択されたビデオストリームが持つ所定階層組の
ピクチャの符号化画像データを取り出し、復号化処理を行う
　請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　上記符号化画像データはＮＡＬユニット構造を有し、上記第１のビデオストリームのＳ
ＰＳのＮＡＬユニットに、上記第１のビデオストリームのレベル指定値が挿入されている
　請求項１に記載の受信装置。
【請求項４】
　上記高階層側のピクチャの符号化画像データのデコードタイミングが上記低階層側のピ
クチャの符号化画像データのデコードタイミングの中間タイミングとなるように、各ピク
チャの符号化画像データにタイムスタンプが付与されている
　請求項１に記載の受信装置。
【請求項５】
　受信部が、動画像データを構成する各ピクチャの画像データが階層符号化されて生成さ
れた、低階層側のピクチャの符号化画像データを持つ第１のビデオストリームと高階層側
のピクチャの符号化画像データを持つ第２のビデオストリームを含むと共に、上記第１の
ビデオストリームおよび上記第２のビデオストリームにそれぞれ対応して、各ビデオスト
リームに含まれる各ピクチャの符号化画像データに対応する階層の最大および最小の値を
示す階層範囲情報を含み、さらに、上記第１のビデオストリームに対応して該第１のビデ
オストリームのレベル指定値が挿入された第１のデスクリプタと、上記第２のビデオスト
リームに対応して上記第１のビデオストリームおよび上記第２のビデオストリームを合わ
せたビデオストリームのレベル指定値が挿入された第２のデスクリプタを含む多重化スト
リームを受信する受信ステップと、
　処理部が、上記階層範囲情報と、上記第１のデスクリプタおよび第２のデスクリプタに
挿入されているビデオストリームのレベル指定値に基づいて、上記受信された多重化スト
リームに含まれる上記第１のビデオストリーム、あるいは上記第１のビデオストリームお
よび上記第２のビデオストリームの双方から、最下位の階層から所望の階層までのピクチ
ャの符号化画像データを取り出し、復号化処理を行って得られた各ピクチャの画像データ
のフレームレートを表示能力に合わせる処理ステップを有する
　受信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、送信装置、送信方法、受信装置、受信方法、符号化装置および符号化方法に
関する。詳しくは、本技術は、動画像データを構成する各ピクチャの画像データを階層符
号化して送信する送信装置等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　圧縮動画を、放送、ネット等でサービスする際、受信機のデコード能力によって再生可
能なフレーム周波数の上限が制限される。従って、サービス側は普及している受信機の再
生能力を考慮して、低フレーム周波数のサービスのみに制限したり、高低複数のフレーム
周波数のサービスを同時提供したりする必要がある。
【０００３】
　受信機は、高フレーム周波数のサービスに対応するには、高コストとなり、普及の阻害
要因となる。初期に低フレーム周波数のサービス専用の安価な受信機のみ普及していて、
将来サービス側が高フレーム周波数のサービスを開始する場合、新たな受信機が無いと全
く視聴不可能であり、サービスの普及の阻害要因となる。
【０００４】
　例えば、ＨＥＶＣ（High Efficiency Video Coding）において、動画像データを構成す
る各ピクチャの画像データを階層符号化することによる時間方向スケーラビリティが提案
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されている（非特許文献１参照）。受信側では、ＮＡＬ（Network Abstraction Layer）
ユニットのヘッダに挿入されているテンポラルＩＤ（temporal_id）に基づき、各ピクチ
ャの階層を識別でき、デコード能力に対応した階層までの選択的なデコードが可能となる
。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】Gary J. Sullivan, Jens-Rainer Ohm, Woo-Jin Han, Thomas Wiegand, 
“Overview of the High Efficiency Video Coding (HEVC) Standard” IEEE TRANSACTIO
NS ON CIRCUITS AND SYSTEMS FOR VIDEO TECNOROGY, VOL. 22, NO. 12,pp. 1649-1668, D
ECEMBER 2012
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本技術の目的は、受信側においてデコード能力に応じた良好なデコード処理を可能とす
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本技術の概念は、
　動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分類された
各階層の画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの画像データを持つビ
デオストリームを生成する画像符号化部と、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
とを備え
　上記画像符号化部は、
　高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定
されたデコードタイミング情報を上記各階層のピクチャの符号化画像データに付加する
　送信装置にある。
【０００８】
　本技術において、画像符号化部により、動画像データを構成する各ピクチャの画像デー
タが符号化されてビデオストリーム（符号化ストリーム）が生成される。この場合、動画
像データを構成する各ピクチャの画像データが複数の階層に分類されて符号化され、各階
層のピクチャの画像データを持つビデオストリームが生成される。この場合、各階層のピ
クチャの符号化画像データに、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード時間
間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報、例えばデコードタイムスタ
ンプが付加される。
【０００９】
　送信部により、上述のビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナが送信され
る。例えば、コンテナは、デジタル放送規格で採用されているトランスポートストリーム
（ＭＰＥＧ－２ ＴＳ）であってもよい。また、例えば、コンテナは、インターネットの
配信などで用いられるＭＰ４、あるいはそれ以外のフォーマットのコンテナであってもよ
い。
【００１０】
　例えば、画像符号化部は、各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一のビデオス
トリームを生成し、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組のピクチャ
の符号化画像データに、所属階層組を識別するための識別情報を付加する、ようにされて
もよい。この場合、例えば、識別情報は、ビットストリームのレベル指定値であり、高階
層側の階層組ほど高い値とされる、ようにされてもよい。
【００１１】
　また、例えば、画像符号化部は、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階
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層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ所定数のビデオストリームを生成する
、ようにされてもよい。この場合、例えば、画像符号化部は、各階層組のピクチャの符号
化画像データに、所属階層組を識別するための識別情報を付加する、ようにされてもよい
。そして、この場合、例えば、識別情報は、ビットストリームのレベル指定値であり、高
階層側の階層組ほど高い値とされる、ようにされてもよい。
【００１２】
　このように本技術においては、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード時
間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報が各階層のピクチャの符号
化画像データに付加されるものである。そのため、受信側においてデコード性能に応じた
良好なデコード処理が可能となる。例えば、デコード能力が低い場合であっても、バッフ
ァ破たんを招くことなく、低階層のピクチャの符号化画像データを選択的にデコードする
ことが可能となる。
【００１３】
　なお、本技術において、例えば、画像符号化部は、各階層のピクチャの符号化画像デー
タを持つ単一のビデオストリームを生成するか、あるいは複数の階層を２以上の所定数の
階層組に分割し、各階層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ所定数のビデオ
ストリームを生成し、コンテナのレイヤに、このコンテナに含まれるビデオストリームの
構成情報を挿入する情報挿入部をさらに備える、ようにされてもよい。この場合、例えば
、受信側では、コンテナに含まれるビデオストリームの構成情報に基づいて、ビデオスト
リームの構成を容易に把握でき、適切なデコード処理を行うことが可能となる。
【００１４】
　また、本技術において、例えば、送信部は、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分
割し、低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナするパケットの優先度
ほど高く設定する、ようにされてもよい。この場合、例えば、受信側では、このパケット
の優先度に基づいて、自身のデコード能力に応じた階層組のピクチャの符号化画像データ
のみをバッファに取り込むことが可能となる。
【００１５】
　また、本技術の他の概念は、
　動画像データを構成する各ピクチャの画像データが複数の階層に分類されて符号化され
ることで得られた各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデオストリームを含む所
定フォーマットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データには、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像デ
ータのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報が付加さ
れており、
　上記受信されたコンテナに含まれる上記ビデオストリームから選択された所定階層以下
の階層のピクチャの符号化画像データを、上記デコードタイミング情報が示すデコードタ
イミングでデコードして、上記所定階層以下の階層のピクチャの画像データを得る処理部
をさらに備える
　受信装置にある。
【００１６】
　本技術において、受信部により、所定フォーマットのコンテナが受信される。このコン
テナには、動画像データを構成する各ピクチャの画像データが複数の階層に分類されて符
号化されることで得られた各階層のピクチャの画像データを持つビデオストリームが含ま
れている。各階層のピクチャの符号化画像データには、高階層ほどピクチャ毎の符号化画
像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報、例
えばデコードタイムスタンプが付加されている。
【００１７】
　処理部により、受信コンテナに含まれるビデオストリームから選択された所定階層以下
の階層のピクチャの符号化画像データがデコードされて各ピクチャの画像データが得られ
る。この場合、各ピクチャの符号化画像データのデコードは,
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遅くとも、それぞれ、付加されているデコードタイミング情報が示すデコードタイミング
で行われる。
【００１８】
　例えば、受信されたコンテナには、各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一の
ビデオストリームが含まれており、複数の階層は２以上の所定数の階層組に分割され、低
階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナするパケットの優先度ほど高く
設定されており、処理部は、デコード能力に応じて選択された優先度のパケットでコンテ
ナされた所定階層組のピクチャの符号化画像データをバッファに取り込んでデコードする
、ようにされてもよい。
【００１９】
　また、例えば、受信されたコンテナには、複数の階層が分割されて得られた２以上の所
定数の階層組のピクチャの画像データをそれぞれ持つ所定数のビデオストリームが含まれ
ており、処理部は、デコード能力に応じて選択されたビデオストリームが持つ所定階層組
のピクチャの符号化画像データをバッファに取り込んでデコードする、ようにされてもよ
い。
【００２０】
　このように本技術においては、各階層のピクチャの符号化画像データには高階層ほどピ
クチャ毎の符号化画像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコード
タイムスタンプが付加されており、選択された所定階層以下の階層のピクチャの符号化画
像データがそれに付加されているデコードタイミング情報が示すデコードタイミングで行
われるものである。そのため、デコード性能に応じた良好なデコード処理が可能となる。
例えば、デコード能力が低い場合であっても、バッファ破たんを招くことなく、低階層の
ピクチャの符号化画像データを選択的にデコードすることが可能となる。
【００２１】
　なお、本技術において、例えば、処理部で得られる各ピクチャの画像データのフレーム
レートを表示能力に合わせるポスト処理部をさらに備える、ようにされてもよい。この場
合、デコード能力が低い場合であっても、高表示能力にあったフレームレートの画像デー
タを得ることが可能となる。
【００２２】
　また、本技術の他の概念は、
　動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分類された
各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの画像デー
タを持つビデオストリームを生成する画像符号化部を備え、
　上記画像符号化部は、上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組に
対応したサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値を挿入し、
　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレ
ベル指定値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル
値とされる
　符号化装置にある。
【００２３】
　本技術において、画像符号化部により、動画像データを構成する各ピクチャの画像デー
タが複数の階層に分類され、この分類された各階層のピクチャの画像データが符号化され
、この符号化された各階層のピクチャの画像データを持つビデオストリームが生成される
。
【００２４】
　この場合、複数の階層は２以上の所定数の階層組に分割され、各階層組に対応したサブ
ストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値が挿入される。そして、この場
合、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレベ
ル指定値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値
とされる。
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【００２５】
　例えば、画像符号化部は、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれを含む所定数
のビデオストリームを生成する、ようにされてもよい。また、例えば、画像符号化部は、
各階層組に対応したサブストリームの全てを含む単一のビデオストリームを生成する、よ
うにされてもよい。
【００２６】
　このように本技術においては、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれにビット
ストリームのレベル指定値が挿入され、その値は自己の階層組以下の階層組に含まれる全
ての階層のピクチャを含むレベル値とされるものである。そのため、ビデオストリームの
受信側では、各サブストリームのデコードが可能か否かの判断を、挿入されているビット
ストリームのレベル指定値に基づいて容易に判断することが可能となる。
【００２７】
　また、本技術の他の概念は、
　動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分類された
各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの画像デー
タを持つビデオストリームを生成する画像符号化部を備え、
　上記画像符号化部は、上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組に
対応したサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値を挿入し、
　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレ
ベル指定値は、当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値
とされ、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
と、
　上記コンテナのレイヤに、各階層組のサブストリームに挿入されるビットストリームの
レベル指定値が当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値
であることを示すフラグ情報を挿入する情報挿入部をさらに備える
　送信装置にある。
【００２８】
　本技術において、画像符号化部により、動画像データを構成する各ピクチャの画像デー
タが複数の階層に分類され、この分類された各階層のピクチャの画像データが符号化され
、この符号化された各階層のピクチャの画像データを持つビデオストリームが生成される
。
【００２９】
　この場合、複数の階層は２以上の所定数の階層組に分割され、各階層組に対応したサブ
ストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値が挿入される。そして、この場
合、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレベ
ル指定値は、当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値と
される。
【００３０】
　送信部により、生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナが送信
される。情報挿入部により、コンテナのレイヤに、各階層組のサブストリームに挿入され
るビットストリームのレベル指定値が当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピ
クチャを含むレベル値であることを示すフラグ情報が挿入される。
【００３１】
　このように本技術においては、受信側では、コンテナのレイヤに挿入されるフラグ情報
により、各階層組のサブストリームに挿入されるビットストリームのレベル指定値が、当
該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値であることがわか
る。そのため、受信側では、所定の階層組以下の各サブストリームに含まれる全ての階層
のピクチャを含むレベル値を階層毎のレベル指定値を用いるなどして確認する処理が不要
となり、デコード処理の効率化を図ることが可能となる。
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【発明の効果】
【００３２】
　本技術によれば、デコード能力に応じた良好なデコード処理が可能となる。なお、ここ
に記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載されたいずれかの
効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】実施の形態としての送受信システムの構成例を示すブロック図である。
【図２】送信装置の構成例を示すブロック図である。
【図３】エンコーダで行われる階層符号化の一例を示す図である。
【図４】ＮＡＬユニットヘッダの構造例（Syntax）およびその構造例における主要なパラ
メータの内容（Semantics）を示す図である。
【図５】ＨＥＶＣによる各ピクチャの符号化画像データの構成を説明するための図である
。
【図６】階層符号化の際のエンコード、デコード、表示順序と遅延の一例を示す図である
。
【図７】階層符号化の符号化ストリームと、指定階層における表示期待（表示順）を示す
図である。
【図８】エンコーダ入力順と、指定階層におけるデコーダ出力の表示順を示す図である。
【図９】階層符号化の際のピクチャのエンコードタイミング（デコード時にはデコードタ
イミングとなる）の一例を示す図である。
【図１０】エンコーダの単一のビデオストリーム（符号化ストリーム）の出力例を示す図
である。
【図１１】エンコーダのベースストリーム（B-stream）と拡張ストリーム（E-stream）の
２つのビデオストリーム（符号化ストリーム）の出力例を示す図である。
【図１２】エンコーダの構成例を示すブロック図である。
【図１３】エンコーダの処理フローの一例を示す図である。
【図１４】ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）の構造例（Syntax）を示す図であ
る。
【図１５】ＨＥＶＣデスクリプタの構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示
す図である。
【図１６】スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタ（scalability_extensio
n_descriptor）の構造例（Syntax）を示す図である。
【図１７】スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタの構造例における主要な
情報の内容（Semantics）を示す図である。
【図１８】ＴＳパケットの構造例（Syntax）を示す図である。
【図１９】ＶＰＳに含まれるビットレートのレベル指定値（general_level_idc）と、Ｔ
Ｓパケットヘッダの「transport_priority」の設定値との関係を示す図である。
【図２０】マルチプレクサの構成例を示すブロック図である。
【図２１】マルチプレクサの処理フローの一例を示す図である。
【図２２】単一ストリームによる配信を行う場合のトランスポートストリームＴＳの構成
例を示す図である。
【図２３】単一ストリームによる配信を行う場合のトランスポートストリームＴＳの具体
的な構成例を示す図である。
【図２４】複数ストリーム（２ストリーム）による配信を行う場合のトランスポートスト
リームＴＳの構成例を示す図である。
【図２５】２ストリームによる配信を行う場合のトランスポートストリームＴＳの具体的
な構成例を示す図である。
【図２６】２ストリームによる配信を行う場合のトランスポートストリームＴＳの他の具
体的な構成例を示す図である。
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【図２７】受信装置の構成例を示すブロック図である。
【図２８】デマルチプレクサの構成例を示すブロック図である。
【図２９】トランスポートストリームＴＳに単一のビデオストリーム（符号化ストリーム
）が含まれている場合を示す図である。
【図３０】トランスポートストリームＴＳにベースストリームと拡張ストリームの２つの
ビデオストリーム（符号化ストリーム）が含まれている場合を示す図である。
【図３１】デマルチプレクサの処理フロー（１フレーム）の一例を示す図である。
【図３２】デマルチプレクサの処理フロー（２フレーム）の一例を示す図である。
【図３３】デコーダの構成例を示すブロック図である。
【図３４】受信装置におけるデコーダ処理能力を考慮したビデオストリーム毎のデコード
処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図３５】ポスト処理部の構成例を示す図である。
【図３６】デコーダ、ポスト処理部の処理フローの一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とする）について説明する。
なお、説明は以下の順序で行う。
　１．実施の形態
　２．変形例
【００３５】
　＜１．実施の形態＞
　［送受信システム］
　図１は、実施の形態としての送受信システム１０の構成例を示している。この送受信シ
ステム１０は、送信装置１００と、受信装置２００とを有する構成となっている。
【００３６】
　送信装置１００は、コンテナとしてのトランスポートストリームＴＳを放送波に載せて
送信する。このトランスポートストリームＴＳには、動画像データを構成する各ピクチャ
の画像データが複数の階層に分類され、各階層のピクチャの画像データの符号化データを
持つビデオストリームが含まれる。この場合、例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣ、Ｈ．２６５
/ＨＥＶＣなどの符号化が施され、被参照ピクチャが自己階層および／または自己階層よ
りも低い階層に所属するように符号化される。
【００３７】
　各階層のピクチャの符号化画像データに、ピクチャ毎に、所属階層を識別するための階
層識別情報が付加される。この実施の形態においては、各ピクチャのＮＡＬユニット（na
l_unit）のヘッダ部分に、階層識別情報（temporal_idを意味する“nuh_temporal_id_plu
s1”）が配置される。このように階層識別情報が付加されることで、受信側では、所定階
層以下の階層の符号化画像データを選択的に取り出してデコード処理を行うことができる
。
【００３８】
　トランスポートストリームＴＳには、各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一
のビデオストリーム、あるいは複数の階層が２以上の所定数の階層組に分割され、各階層
組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ所定数のビデオストリームが含まれる。
また、このトランスポートストリームＴＳには、階層符号化の階層情報と、ビデオストリ
ームの構成情報が挿入される。この情報は、トランスポートレイヤに挿入される。この情
報により、受信側では、階層構成やストリーム構成を容易に把握でき、適切なデコード処
理を行うことが可能となる。
【００３９】
　また、上述したように複数の階層が所定数の階層組に分割され、低階層側の階層組のピ
クチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケット（トランスポートストリームパケ
ット）の優先度が高く設定される。この優先度により、受信側では、自身のデコード能力



(9) JP 6330667 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

に応じた階層組のピクチャの符号化画像データのみをバッファに取り込んで処理すること
が可能となる。
【００４０】
　また、上述したように複数の階層が所定数の階層組に分割され、各階層組のピクチャの
符号化画像データに、所属階層組を識別するための識別情報が付加される。この識別情報
として、例えば、ビットストリームのレベル指定値（level_idc）が利用され、高階層側
の階層組ほど高い値とされる。
【００４１】
　受信装置２００は、送信装置１００から放送波に載せて送られてくる上述のトランスポ
ートストリームＴＳを受信する。受信装置２００は、このトランスポートストリームＴＳ
に含まれるビデオストリームから自身のデコード能力に応じて選択的に所定階層以下の階
層の符号化画像データを取り出してデコードし、各ピクチャの画像データを取得して、画
像再生を行う。
【００４２】
　例えば、上述したように、トランスポートストリームＴＳに、複数の階層のピクチャの
符号化画像データを持つ単一のビデオストリームが含まれている場合がある。その場合、
デコード能力に応じて選択された優先度のＴＳパケットでコンテナされた所定階層組のピ
クチャの符号化画像データがバッファに取り込まれてデコードされる。
【００４３】
　また、例えば、上述したように、トランスポートストリームＴＳに、複数の階層が分割
されて得られた２以上の所定数の階層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ所
定数のビデオストリームが含まれている場合がある。その場合、デコード能力に応じて選
択されたビデオストリームが持つ所定階層組のピクチャの符号化画像データがバッファに
取り込まれてデコードされる。
【００４４】
　また、受信装置２００は、上述のようにデコードして得られた各ピクチャの画像データ
のフレームレートを表示能力に合わせるポスト処理を行う。このポスト処理により、例え
ば、デコード能力が低い場合であっても、高表示能力にあったフレームレートの画像デー
タを得ることが可能となる。
【００４５】
　「送信装置の構成」
　図２は、送信装置１００の構成例を示している。この送信装置１００は、ＣＰＵ（Cent
ral Processing Unit）１０１と、エンコーダ１０２と、圧縮データバッファ（ｃｐｂ：c
oded picture buffer）１０３と、マルチプレクサ１０４と、送信部１０５を有している
。ＣＰＵ１０１は、制御部であり、送信装置１００の各部の動作を制御する。
【００４６】
　エンコーダ１０２は、非圧縮の動画像データを入力して、階層符号化を行う。エンコー
ダ１０２は、この動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類す
る。そして、エンコーダ１０２は、この分類された各階層のピクチャの画像データを符号
化し、各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデオストリームを生成する。エンコ
ーダ１０２は、例えば、Ｈ．２６４／ＡＶＣ、Ｈ．２６５／ＨＥＶＣなどの符号化を行う
。この際、エンコーダ１０２は、参照するピクチャ（被参照ピクチャ）が、自己階層およ
び／または自己階層よりも下位の階層に所属するように、符号化する。
【００４７】
　図３は、エンコーダ１０２で行われる階層符号化の一例を示している。この例は、０か
ら４までの５階層に分類され、各階層のピクチャの画像データに対して符号化が施された
例である。
【００４８】
　縦軸は階層を示している。階層０から４のピクチャの符号化画像データを構成するＮＡ
Ｌユニット（nal_unit）のヘッダ部分に配置されるtemporal_id（階層識別情報）として
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、それぞれ、０から４が設定される。一方、横軸は表示順（ＰＯＣ：picture order of c
omposition）を示し、左側は表示時刻が前で、右側は表示時刻が後になる。
【００４９】
　図４（ａ）は、ＮＡＬユニットヘッダの構造例（Syntax）を示し、図４（ｂ）は、その
構造例における主要なパラメータの内容（Semantics）を示している。「Forbidden_zero_
bit」の１ビットフィールドは、０が必須である。「Nal_unit_type」の６ビットフィール
ドは、ＮＡＬユニットタイプを示す。「Nuh_layer_id」の６ビットフィールドは、０を前
提とする。「Nuh_temporal_id_plus1」の３ビットフィールドは、temporal_idを示し、１
を加えた値（１～７）をとる。
【００５０】
　図３に戻って、矩形枠のそれぞれがピクチャを示し、数字は、符号化されているピクチ
ャの順、つまりエンコード順（受信側ではデコード順）を示している。例えば、「２」か
ら「１７」の１６個のピクチャによりサブ・ピクチャグループ（Sub group of pictures
）が構成されており、「２」はそのサブ・ピクチャグループの先頭のピクチャとなる。「
１」は前のサブ・ピクチャグループのピクチャである。このサブ・ピクチャグループがい
くつか集まってＧＯＰ（Group Of Pictures）となる。
【００５１】
　ＧＯＰの先頭ピクチャの符号化画像データは、図５に示すように、ＡＵＤ、ＶＰＳ、Ｓ
ＰＳ、ＰＰＳ、ＰＳＥＩ、ＳＬＩＣＥ、ＳＳＥＩ、ＥＯＳのＮＡＬユニットにより構成さ
れる。一方、ＧＯＰの先頭ピクチャ以外のピクチャは、ＡＵＤ、ＰＰＳ、ＰＳＥＩ、ＳＬ
ＩＣＥ、ＳＳＥＩ、ＥＯＳのＮＡＬユニットにより構成される。ＶＰＳはＳＰＳと共に、
シーケンス（ＧＯＰ）に一度、ＰＰＳは毎ピクチャで伝送可能とされている。
【００５２】
　図３に戻って、実線矢印は、符号化におけるピクチャの参照関係を示している。例えば
、「２」のピクチャは、Ｐピクチャであり、「１」のピクチャを参照して符号化される。
また、「３」のピクチャは、Ｂピクチャであり、「１」、「２」のピクチャを参照して符
号化される。同様に、その他のピクチャは、表示順で近くのピクチャを参照して符号化さ
れる。なお、階層４のピクチャは、他のピクチャからの参照がない。
【００５３】
　エンコーダ１０２は、各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデオストリームを
生成する。例えば、エンコーダ１０２は、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し
、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれを含む所定数のビデオストリームを生成
するか、または、各階層組に対応したサブストリームの全てを含む単一のビデオストリー
ムを生成する。
【００５４】
　例えば、図３の階層符号化の例において、階層０から３が低階層の階層組とされ、階層
４が高階層の階層組とされて２つの階層組に分割されるとき、２つのサブストリームが存
在する。すなわち、階層０から３のピクチャの符号化画像データを持つサブストリームと
、階層４のピクチャの符号化画像データを持つサブストリームである。この場合、エンコ
ーダ１０２は、２つのサブストリームを含む単一のビデオストリーム、または２つのサブ
ビデオストリームをそれぞれ含む２つのビデオストリームを生成する。
【００５５】
　エンコーダ１０２は、生成するビデオストリームの数によらず、上述したように、複数
の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組のピクチャの符号化画像データに、
所属階層組を識別するための識別情報を付加する。この場合、例えば、識別情報として、
ＳＰＳ（Sequence　Parameter Set）と、ＥＳＰＳ（Enhanced Sequence　Parameter Set
）に含まれるビットストリームのレベル指定値である「general_level_idc」が利用され
る。
【００５６】
　ＳＰＳは、従来周知のＮＡＬユニットであり、最下位の階層組のサブストリーム、つま
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りベースサブストリームに、シーケンス（ＧＯＰ）毎に含まれる。一方、ＥＳＰＳは、新
規定義するＮＡＬユニットであり、最下位より上位の階層組のサブストリーム、つまりエ
ンハンスサブストリームに、シーケンス（ＧＯＰ）毎に含まれる。ＳＰＳ，ＥＳＰＳに含
まれる「general_level_idc」の値は、高階層側の階層組ほど高い値とされる。
【００５７】
　なお、サブレイヤ（sublayer）毎に「sub_layer_level_idc」をＳＰＳ，ＥＳＰＳで送
ることができるので、階層組を識別する識別情報として、この「sub_layer_level_idc」
を用いることも可能である。以上はＳＰＳだけでなくＶＰＳにおいても供給される。
【００５８】
　この場合、各階層組のサブストリームのＳＰＳ，ＥＳＰＳに挿入される「general_leve
l_idc」の値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベ
ル値とされる。例えば、図３の階層符号化の例において、階層０から３の階層組のサブス
トリームのＳＰＳに挿入される「general_level_idc」の値は、階層０から３のピクチャ
のみを含むレベル値とされる。例えば、そのフレームレートが６０Ｐであるときは、“ｌ
ｅｖｅｌ５．１”とされる。また、例えば、図３の階層符号化の例において、階層４の階
層組のサブストリームのＥＳＰＳに挿入される「general_level_idc」の値は、階層０か
ら４の全てのピクチャを含むレベル値とされる。例えば、そのフレームレートが１２０Ｐ
であるときは、“ｌｅｖｅｌ５．２”とされる。
【００５９】
　図６は、階層符号化の際のエンコード、デコード、表示順序と遅延の一例を示している
。この例は、上述の図３の階層符号化例に対応している。この例は、全階層（全レイヤ）
を、フル時間解像度で階層符号化する場合を示している。図６（ａ）はエンコーダ入力を
示す。図６（ｂ）に示すように、１６ピクチャ分の遅延をもって、各ピクチャがエンコー
ド順にエンコードされて、符号化ストリームが得られる。また、図６（ｂ）はデコーダ入
力も示し、各ピクチャがデコード順にデコードされる。そして、図６（ｃ）に示すように
、４ピクチャの遅延をもって、各ピクチャがデコードの画像データが表示順に得られる。
【００６０】
　図７（ａ）は、上述の図６（ｂ）に示す符号化ストリームと同様の符号化ストリームを
、階層０から２、階層３、階層４の３段階に分けて示している。ここで、「Ｔｉｄ」は、
temporal_idを示している。図７（ｂ）は、階層０から２、つまりＴｉｄ＝０～２の部分
階層の各ピクチャを選択的にデコードする場合の表示期待（表示順）を示している。また
、図７（ｃ）は、階層０から３、つまりＴｉｄ＝０～３の部分階層の各ピクチャを選択的
にデコードする場合の表示期待（表示順）を示している。さらに、図７（ｄ）は、階層０
から４、つまりＴｉｄ＝０～４の全階層の各ピクチャを選択的にデコードする場合の表示
期待（表示順）を示している。
【００６１】
　図７（ａ）の符号化ストリームをデコード能力別にデコード処理するには、時間解像度
がフルレートのデコード能力が必要となる。しかし、Ｔｉｄ＝０～２のデコードを行う場
合、符号化されたフルの時間解像度に対して、１/４のデコード能力をもつデコーダが処
理可能とすべきである。また、Ｔｉｄ＝０～３のデコードを行う場合、符号化されたフル
の時間解像度に対して、１/２のデコード能力をもつデコーダが処理可能とすべきである
。
【００６２】
　しかし、階層符号化において参照される低階層に属するピクチャが連続し、それらが時
間解像度でフルなタイミングで符号化されると、部分デコードするデコーダの能力が追い
付かないことになる。図７（ａ）のＡの期間がそれに該当する。Ｔｉｄ＝０～２、あるい
はＴｉｄ＝０～３の部分的な階層をデコードするデコーダは、表示の例で示すような、時
間軸が１/４あるいは１/２の能力でデコード・表示を行うため、Ａの期間符号化された時
間解像度がフルで連続するピクチャのデコードはできない。その間、ｃｐｂにエンコーダ
の想定外のバッファ占有量になる。



(12) JP 6330667 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

【００６３】
　ＴａはＴｉｄ＝０～２をデコードするデコーダにおけるピクチャ毎のデコード処理に要
する時間を示す。ＴｂはＴｉｄ＝０～３をデコードするデコーダにおけるピクチャ毎のデ
コード処理に要する時間を示す。ＴｃはＴｉｄ＝０～４（全階層）をデコードするデコー
ダにおけるピクチャ毎のデコード処理に要する時間を示す。これらの各時間の関係は、Ｔ
ａ＞Ｔｂ＞Ｔｃとなる。
【００６４】
　そこで、この実施の形態においては、階層符号化の低階層に属するピクチャは、ピクチ
ャ毎のデコード間隔を大きく取り、高階層に行くにつれ、デコード間隔が小さくなるよう
にバッファ制御を行う。その際、階層数に対してのミニマムデコード能力（Target minim
um decoder capability）を定義する。例えば、図３の階層符号化の例において、ミニマ
ムデコード能力が階層２までデコードできる能力とすると、５階層のうちの１/４の時間
解像度で階層０から２のピクチャをデコードできるように、エンコード時の間隔をとり、
後述のマルチプレクサ１０４で多重化する際に、そのデコード時刻の差をデコードタイム
スタンプ（ＤＴＳ：decoding Time stamp）の値に反映させる。
【００６５】
　図３の階層符号化例ように、階層数が０～４の５つである場合、階層０から２に属する
ピクチャの間隔はフル解像度の４倍の時間間隔とし、階層３に属するピクチャの間隔は、
フル解像度の２倍の時間間隔とし、階層４に属するピクチャの間隔は、フル解像度の時間
間隔とする。
【００６６】
　一方で、エンコーダ１０２は、階層間でピクチャのエンコード（＝デコード）のタイミ
ングが重ならないようにする。すなわち、エンコーダ１０２は、上述の方法で各ピクチャ
のエンコードを行う際、低階層のピクチャと高階層のピクチャとでエンコードタイミング
が重なる場合には、より多くのピクチャから参照される低階層のピクチャのエンコードを
優先し、高階層のピクチャは、それに準じたタイミングとする。ただし、最高階層に属す
るピクチャは非参照のＢピクチャなので、デコードしてそのまま表示（つまりｄｐｂ（de
coded picture buffer）に貯めない）とするタイミングとなるよう制御することが可能と
なる。
【００６７】
　図８（ａ）はエンコーダ入力順を示している（図６（ａ）と同じ）。また、図８（ｂ）
～（ｄ）は、表示順（システムレイヤとしてはＰＴＳに相当）を示している（図７（ｂ）
～（ｄ）と同じ）。
【００６８】
　図９は、階層符号化の際のピクチャのエンコードタイミング（デコード時にはデコード
タイミングとなる）の一例を示している。この例は、上述の図３の階層符号化例に対応し
ている。そして、この例は、ミニマムデコード能力を、階層２までデコードできる能力と
したものである。実線による下線が付された部分は、１つのＳＧＰ（Sub Group of Pictu
re）に属するピクチャ（「２」～「１７」の１６個のピクチャ）を示している。また、実
線矩形枠で示すピクチャは現在のＳＧＰに属しているが、破線矩形枠で示すピクチャは現
在のＳＧＰには属してはおらず、現在のＳＧＰに属するピクチャによる予測には影響を与
えない。
【００６９】
　この場合、階層０から２に属するピクチャ、つまりピクチャ「２」、「３」、「４」、
「１１」・・・の間隔は、フル解像度の４倍の時間間隔であるＴａとされる。また、階層
３に属するピクチャ、つまり「５」、「８」、「１２」・・・の間隔は、基本的には、フ
ル解像度の２倍の時間間隔であるＴｂとされる。
【００７０】
　しかし、「８」のピクチャのタイミングは、「１１」のピクチャのタイミングとの重な
りを避けるために、エンコードのタイミングが、次の時間間隔位置とされる。以下、同様
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に、「１２」、「１５」のピクチャのタイミングも、階層０から２に属するピクチャとの
重なりを避けるように調整される。この結果、階層３に属するピクチャのタイミングは、
階層０から２に属するピクチャのタイミングの中間とされる。
【００７１】
　また、階層４に属するピクチャ、つまり「６」、「７」、「９」・・の間隔は、基本的
には、フル解像度の時間間隔であるＴｃとされる。しかし、階層０から３に属する各ピク
チャのタイミングとの重なりを避けるように調整される結果、階層４に属するピクチャの
タイミングは、階層０から３に属するピクチャのタイミングの中間とされる。
【００７２】
　図示のように、１ＳＧＰ期間で、１ＳＧＰ分のピクチャ（「２」～「１７」の１６個の
ピクチャ）のエンコード処理が行われる。これは、上述したように低階層に属するピクチ
ャのエンコード間隔を大きく取る場合であっても実時間処理が可能であることを示してい
る。
【００７３】
　図１０は、エンコーダ１０２の出力例を示している。この例は、エンコーダ１０２が単
一のビデオストリーム（符号化ストリーム）を出力する例である。この例は、図３の階層
符号化例に対応し、図９に示すタイミングで各ピクチャがエンコードされた場合の例であ
る。
【００７４】
　ビデオストリームは、階層０から４に属する各ピクチャの符号化画像データがエンコー
ド順（符号化順）に配列されたものなっている。なお、このビデオストリームを受信側で
デコードするに当たっては、現在のＳＧＰ（太線枠のピクチャ）に属する被参照ピクチャ
（階層０から３のピクチャ）はデコード後に非圧縮データバッファ（dpb：decoded pictu
re buffer）に滞留し、他のピクチャからの参照に備える。
【００７５】
　図１１は、エンコーダ１０２の出力例を示している。この例は、エンコーダ１０２がベ
ースストリム（B_str）と拡張ストリーム（E_str）の２つのビデオストリーム（符号化ス
トリーム）を出力する例である。この例は、図３の階層符号化例に対応し、図９に示すタ
イミングで各ピクチャがエンコードされた場合の例である。
【００７６】
　ベースストリム（B-stream）は、階層０から３に属する各ピクチャの符号化画像データ
がエンコード順（符号化順）に配列されたものなっている。また、拡張ストリーム（E-st
ream）は、階層４に属する各ピクチャの符号化画像データがエンコード順（符号化順）に
配列されたものなっている。なお、このビデオストリームを受信側でデコードするに当た
っては、現在のＳＧＰ（太線枠のピクチャ）に属する被参照ピクチャ（階層０から３のピ
クチャ）はデコード後に非圧縮画像データバッファ（dpb：decoded picture buffer）に
滞留し、他のピクチャからの参照に備える。
【００７７】
　図１２は、エンコーダ１０２の構成例を示している。このエンコーダ１０２は、テンポ
ラルＩＤ発生部１２１と、バッファ遅延制御部１２２と、ＨＲＤ（Hypothetical Referen
ce Decoder）設定部１２３と、パラメータセット/ＳＥＩエンコード部１２４と、スライ
スエンコード部１２５と、ＮＡＬパケット化部１２６を有している。
【００７８】
　テンポラルＩＤ発生部１２１には、ＣＰＵ１０１から、階層数（Number of layers）の
情報が供給される。テンポラルＩＤ発生部１２１は、この階層数の情報に基づいて、階層
数に応じたtemporal_idを発生する。例えば、図３の階層符号例においては、temporal_id
＝０～４が発生される。
【００７９】
　バッファ遅延制御部１２２には、ＣＰＵ１０１から、ミニマムデコード能力（minimum_
target_decoder_level_idc）の情報が供給されると共に、テンポラルＩＤ発生部１２１で
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発生されるtemporal_idが供給される。バッファ遅延制御部１２２は、階層毎に、各ピク
チャの「cpb_removal_delay」、「dpb_output_delay」を計算する。
【００８０】
　この場合、階層数に対しての、それをデコードするターゲットデコーダのミニマムデコ
ード能力が指定されることで、被参照の低階層ピクチャのエンコードタイミング、そして
デコード即表示の高階層ピクチャのエンコードタイミングが決定される（図９参照）。こ
のエンコードタイミングは、受信側で圧縮データバッファ（ｃｐｂ：coded picture buff
er）から読み出されるデコードタイミングと同じ意味を示す。
【００８１】
　「cpb_removal_delay」は、ピクチャが属する階層を反映して決められる。例えば、階
層数をＮとし、temporal_id（Ｔｉｄ）が０～Ｎ－１の範囲の値をとるものとする。また
、ミニマムデコード能力は、temporal_id＝Ｋの階層のピクチャをデコードできる能力と
する。バッファ遅延制御部１２２は、各階層におけるピクチャのエンコード間隔Ｄを、以
下の数式（１）で求め、「cpb_removal_delay」、「dpb_output_delay」に反映させる。
【００８２】
　　　D = 2 ** (N-1 - K )　　　　　　　(Tid <= K )
　　　D = 2 ** (N-1 - Tid )　　　　　　(K < Tid <　N - 1 )
　　　D = 入力シーケンス間隔　　 　　　(Tid = N ? 1 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（１）
【００８３】
　なお、階層間で、時間的にエンコードタイミングが重なってしまう場合は、低階層側が
優先的にエンコードされ、高階層側は上記の式で割り当てられる、次のタイムスロット（
timeslot）でエンコードされる。
【００８４】
　ＨＲＤ（Hypothetical Reference Decoder）設定部１２３には、バッファ遅延制御部１
２２で計算された各階層のピクチャの「cpb_removal_delay」、「dpb_output_delay」が
供給されると共に、ＣＰＵ１０１からストリーム数（Number of streams）の情報が供給
される。ＨＲＤ設定部１２３は、これらの情報に基づいてＨＲＤ設定を行う。
【００８５】
　パラメータセット/ＳＥＩエンコード部１２４には、ＨＲＤ設定情報と共に、temporal_
idが供給される。パラメータセット/ＳＥＩエンコード部１２４は、符号化するストリー
ム数に応じて、各階層のピクチャのＶＰＳ、ＳＰＳ（ＥＳＰＳ）、ＰＰＳなどのパラメー
タセットとＳＥＩを生成する。
【００８６】
　例えば、「cpb_removal_delay」と「dpb_output_delay」を含むピクチャ・タイミング
・ＳＥＩ（Picture timing SEI）が生成される。また、例えば、「initial_cpb_removal_
time」を含むバッファリング・ピリオド・ＳＥＩ（Buffereing Perifod SEI）が生成され
る。バッファリング・ピリオド・ＳＥＩは、ＧＯＰの先頭のピクチャ（アクセスユニット
）に対応して生成される。
【００８７】
　「initial cpb removal time」は、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）からＧＯＰ（Group 
Of Picture）の先頭のピクチャの符号化画像データをデコードする際に取り出す時刻（初
期時刻）を示す。「cpb_removal_delay」は、各ピクチャの符号化画像データを圧縮デー
タバッファ（ｃｐｂ）から取り出す時間であり、「initial_cpb_removal_time」と合わせ
て時刻が決まる。また、「dpb_output_delay」は、デコードして非圧縮データバッファ（
ｄｐｂ）に入ってから取り出す時間を示す。
【００８８】
　スライスエンコード部１２５は、各階層のピクチャの画像データをエンコードしてスラ
イスデータ（slice segment header, slice segment data）を得る。スライスデコード部
１２５は、フレームバッファにより、時間方向の予測の状態を表す情報として、「Predic
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tion Unit」の予測先ピクチャのインデックスを示す「ref_idx_l0_active(ref_idx_l1_ac
tive)を、「slice segment header」に挿入する。これにより、デコード時には、tempora
l_idで示される階層レベルと共に、被参照ピクチャが決定される。また、スライスデコー
ド部１２５は、現在のスライス（slice）のインデックスを、「short_term_ref_pic_set_
idx」、 あるいは「it_idx_sps」として、「slice segment header」に挿入する。
【００８９】
　ＮＡＬパケット化部１２６は、パラメータセット/ＳＥＩエンコード部１２４で生成さ
れたパラメータセットおよびＳＥＩと、スライスエンコード部１２５で生成されるスライ
スデータに基づき、各階層のピクチャの符号化画像データを生成し、ストリーム数に応じ
た数のビデオストリーム（符号化ストリーム）を出力する。
【００９０】
　その際、ピクチャごとに、その階層を示すtemporal_idがＮＡＬユニットヘッダに付さ
れる（図４参照）。また、temporal_idで示される階層に属するピクチャは、サブレイヤ
（sub_layer）として括られ、サブレイヤごとのビットレートのレベル指定値「Level_idc
」が「sublayer_level_idc」とされて、ＶＰＳやＳＰＳ（ＥＳＰＳ）に挿入される。
【００９１】
　図１３は、エンコーダ１０２の処理フローを示す。エンコーダ１０２は、ステップＳＴ
１において、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ２の処理に移る。このステップＳＴ
２において、エンコーダ１０２は、階層符号化における階層数Ｎを設定する。次に、エン
コーダ１０２は、ステップＳＴ３において、各階層のピクチャのtemporal_idを０～（Ｎ
－１）とする。
【００９２】
　次に、エンコーダ１０２は、ステップＳＴ４において、対象デコーダのうち、最小能力
のデコーダがデコードできる階層レベルＫを、０～Ｎ－１の範囲内に設定する。そして、
エンコーダ１０２は、ステップＳＴ５において、バッファ遅延制御部１２２で、各階層に
おけるピクチャエンコード間隔Ｄを、上述の数式（１）で求める。
【００９３】
　次に、エンコーダ１０２は、ステップＳＴ６において、階層間でピクチャのエンコード
タイミングが時間的に重なるか否かを判断する。エンコードタイミングが重なるとき、エ
ンコーダ１０２は、ステップＳＴ７において、低階層のピクチャを優先して符号化し、高
階層のピクチャは、次のエンコード間隔Ｄのタイミングでエンコードする。その後、エン
コーダ１０２は、ステップＳＴ８の処理に移る。
【００９４】
　ステップＳＴ６でエンコードタイミングが重ならないとき、エンコーダ１０２は、直ち
に、ステップＳＴ８の処理に移る。このステップＳＴ８において、エンコーダ１０２は、
ステップＳＴ５で求めた各階層のピクチャのエンコード間隔Ｄを「cpb_removal_delay」
、「dpb_output_delay」に反映し、ＨＲＤ設定、パラメータセット/ＳＥＩのエンコード
、スライスエンコードを行い、ＮＡＬユニットとして多重化ブロックへ転送する。その後
、エンコーダ１０２は、ステップＳＴ９において、処理を終了する。
【００９５】
　図２に戻って、圧縮データバッファ(ｃｐｂ)１０３は、エンコーダ１０２で生成された
、各階層のピクチャの符号化データを含むビデオストリームを、一時的に蓄積する。マル
チプレクサ１０４は、圧縮データバッファ１０３に蓄積されているビデオストリームを読
み出し、ＰＥＳパケット化し、さらにトランスポートパケット化して多重し、多重化スト
リームとしてのトランスポートストリームＴＳを得る。
【００９６】
　このトランスポートストリームＴＳには、各階層のピクチャの符号化画像データを持つ
単一のビデオストリーム、あるいは複数の階層が２以上の所定数の階層組に分割され、各
階層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ所定数のビデオストリームが含まれ
る。マルチプレクサ１０４は、トランスポートストリームＴＳに、階層情報、ストリーム
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構成情報を挿入する。
【００９７】
　トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）として
、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。このＰＭＴには、各ビデオストリーム
に関連した情報を持つビデオエレメンタリ・ループ（video ES1 loop）が存在する。この
ビデオエレメンタリ・ループには、各ビデオストリームに対応して、ストリームタイプ、
パケット識別子（ＰＩＤ）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関連す
る情報を記述するデスクリプタも配置される。
【００９８】
　マルチプレクサ１０４は、このデスクリプタの一つとして、ＨＥＶＣデスクリプタ（HE
VC_descriptor）を挿入し、さらに、新たに定義するスケーラビリティ・エクステンショ
ン・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）を挿入する。
【００９９】
　図１４は、ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）の構造例（Syntax）を示してい
る。また、図１５は、その構造例における主要な情報の内容（Semantics）を示している
。
【０１００】
　「descriptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタタイプを示し、ここでは、
ＨＥＶＣデスクリプタであることを示す。「descriptor_length」の８ビットフィールド
は、デスクリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタの長さとして、以降のバイト数
を示す。
【０１０１】
　「level_idc」の８ビットフィールドは、ビットレートのレベル指定値を示す。また、
「temporal_layer_subset_flag = 1」であるとき、「temporal_id_min」の５ビットフィ
ールドと、「temporal_id_max」の５ビットフィールドが存在する。「temporal_id_min」
は、対応するビデオストリームに含まれる階層符号化データの最も低い階層のtemporal_i
dの値を示す。「temporal_id_max」は、対応するビデオストリームが持つ階層符号化デー
タの最も高い階層のtemporal_idの値を示す。
【０１０２】
　「level_constrained_flag」の１ビットフィールドは、新たに定義するものであり、該
当サブストリーム（substream）にＳＰＳあるいはＥＳＰＳが存在し、その要素の“gener
al_level_idc”は、そのサブストリームが含むtemporal_id（階層識別情報）以下のピク
チャ（Picture）を含むレベル（Level）値をもつことを示す。“１”は、該当サブストリ
ームにＳＰＳあるいはＥＳＰＳが存在し、その要素の“general_level_idc”は、そのサ
ブストリームが含むtemporal_id 以下のピクチャを含むレベル値をもつ、ことを示す。“
０”は、対象となるサービスを構成するサブストリーム群の中にはＳＰＳが１つ存在し、
その“general_level_idc”は、当該サブストリームのみならず、同一サービスの下の他
のサブストリームも含むレベル値を示す。
【０１０３】
　「scalability_id」の３ビットフィールドは、新たに定義するものであり、複数のビデ
オストリームがスケーラブルなサービスを供給する際、個々のストリームに付されるスケ
ーラビリティを示すＩＤである。“０”はベースストリームを示し、“１”～“７”はベ
ースストリームからのスケーラビリティの度合いによって増加するＩＤである。
【０１０４】
　図１６は、スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタ（scalability_extens
ion_descriptor）の構造例（Syntax）を示している。また、図１７は、その構造例におけ
る主要な情報の内容（Semantics）を示している。
【０１０５】
　「scalability_extension_descriptor_tag」の８ビットフィールドは、デスクリプタタ
イプを示し、ここでは、スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタであること
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を示す。「scalability_extension_descriptor_length」の８ビットフィールドは、デス
クリプタの長さ（サイズ）を示し、デスクリプタの長さとして、以降のバイト数を示す。
「extension_stream_existing_flag」の１ビットフィールドは、別ストリームによる拡張
サービスがあることを示すフラグである。“１”は拡張ストリームがあることを示し、“
０”は拡張ストリームがないことを示す。
【０１０６】
　「extension_type」の３ビットフィールドは、拡張のタイプを示す。“００１”は、拡
張が、時間方向スケーラブルであることを示す。“０１０”は、拡張が、空間方向スケー
ラブルであることを示す。“０１１”は、拡張が、ビットレートスケーラブルであること
を示す。
【０１０７】
　「number_of_streams」の４ビットフィールドは、配信サービスに関与するストリーム
の総数を示す。「scalability_id」の３ビットフィールドは、複数のビデオストリームが
スケーラブルなサービスを供給する際、個々のストリームに付されるスケーラビリティを
示すＩＤである。“０”はベースストリームを示し、“１”～“７”はベースストリーム
からのスケーラビリティの度合いによって増加するＩＤである。「minimum_target_decod
er_level_idc」の８ビットフィールドは、該当ストリームが対象とするデコーダの能力を
示す。この情報は、受信機において、デコーダがストリームをデコードする前に符号化ピ
クチャの想定デコードタイミングがデコーダのpictureデコード処理能力の範囲を超えて
いないかどうかの判断に利用する。
【０１０８】
　上述したように、この実施の形態において、ＳＰＳ，ＥＳＰＳに含まれるビットレート
のレベル指定値（general_level_idc）などは、複数の階層を２以上の所定数の階層組に
分割した際の所属階層組の識別情報として利用される。各階層組のレベル指定値の値は、
この階層組のピクチャと、この階層組より低階層側の全ての階層組のピクチャとからなる
フレームレートに対応した値とされる。
【０１０９】
　マルチプレクサ１０４は、低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナ
するＴＳパケットの優先度ほど高く設定する。マルチプレクサ１０４は、例えば、複数の
階層を低階層組と高階層組に二分する場合、ＴＳパケットヘッダの「transport_priority
」の１ビットフィールドを利用する。
【０１１０】
　図１８は、ＴＳパケットの構造例（Syntax）を示している。「transport_priority」の
１ビットフィールドは、ベースレイヤ、つまり低階層側の階層組のピクチャの符号化画像
データをコンテナするＴＳパケットの場合は“１”に設定され、ノンベースレイヤ、つま
り高階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットの場合は
“０”に設定される。
【０１１１】
　図１９は、ＳＰＳ，ＥＳＰＳのＮＡＬユニットに含まれるビットレートのレベル指定値
（general_level_idc）と、ＴＳパケットヘッダの「transport_priority」の設定値との
関係を示している。受信側では、これらの情報の一方あるいは双方を用いて、低階層側の
階層組のピクチャの符号化画像データと、高階層側の階層組のピクチャの符号化画像デー
タとを、分別することが可能となる。
【０１１２】
　図２０は、マルチプレクサ１０４の構成例を示している。ＴＳプライオリティ発生部１
４１と、セクションコーディング部１４２と、ＰＥＳパケット化部１４３-1～１４３-Nと
、スイッチ部１４４と、トランスポートパケット化部１４５を有している。
【０１１３】
　ＰＥＳパケット化部１４３-1～１４３-Nは、それぞれ、圧縮データバッファ１０３に蓄
積されているビデオストリーム１～Ｎを読み込み、ＰＥＳパケットを生成する。この際、
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ＰＥＳパケット化部１４３-1～１４３-Nは、ビデオストリーム１～ＮのＨＲＤ情報を元に
ＤＴＳ（Decoding Time Stamp）、ＰＴＳ（Presentation Time Stamp）のタイムスタンプ
をＰＥＳヘッダに付与する、この場合、各ピクチャの「cpu_removal_delay」、「dpb_out
put_delay」が参照され、ＳＴＣ（System Time Clock）時刻に同期した精度で、各々ＤＴ
Ｓ、ＰＴＳに変換され、ＰＥＳヘッダの所定位置に配置される。
【０１１４】
　スイッチ部１４４は、ＰＥＳパケット化部１４３-1～１４３-Nで生成されたＰＥＳパケ
ットを、パケット識別子（ＰＩＤ）に基づいて選択的に取り出し、トランスポートパケッ
ト化部１４５に送る。トランスポートパケット化部１４５は、ＰＥＳパケットをペイロー
ドに含むＴＳパケットを生成し、トランスポートストリームを得る。
【０１１５】
　ＴＳプライオリティ発生部１４１には、ＣＰＵ１０１から、階層数（Number of layers
）とストリーム数（Number of streams）の情報が供給される。ＴＳプライオリティ発生
部１４１は、階層数で示される複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割した場合にお
ける、各階層組の優先度を発生する。例えば、２分割される場合には、ＴＳパケットヘッ
ダの「transport_priority」の１ビットフィールドに挿入すべき値が発生される（図１９
参照）。
【０１１６】
　ＴＳプライオリティ発生部１４１は、各階層組の優先度の情報を、トランスポートパケ
ット化部１４５に送る。トランスポートパケット化部１４５は、この情報に基づいて、各
ＴＳパケットの優先度を設定する。この場合、上述したように、低階層側の階層組のピク
チャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットの優先度ほど高く設定する。
【０１１７】
　セクションコーディング部１４２には、ＣＰＵ１０１から、階層数（Number of layers
）と、ストリーム数（Number of streams）と、最小ターゲットデコーダ・レベル(Minimu
m_target_decoder_level_idc)の情報が供給される。セクションコーディング部１４２は
、この情報に基づいて、トランスポートストリームＴＳに挿入すべき各種のセクションデ
ータ、例えば、上述したＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリティ
・エクステンション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）などを生成す
る。
【０１１８】
　セクションコーディング部１４２は、各種セクションデータを、トランスポートパケッ
ト化部１４５に送る。トランスポートパケット化部１４５は、このセクションデータを含
むＴＳパケットを生成し、トランスポートストリームＴＳに挿入する。
【０１１９】
　図２１は、マルチプレクサ１０４の処理フローを示す。この例は、複数の階層を低階層
組と高階層組の２つに分割する例である。マルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１１に
おいて、処理を開始し、その後に、ステップＳＴ１２の処理に移る。このステップＳＴ１
２において、マルチプレクサ１０４は、ビデオストリーム（ビデオエレメンタリストリー
ム）の各ピクチャのtemporal_id_、構成する符号化ストリーム数を設定する。
【０１２０】
　次に、マルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１３において、低階層組のピクチャ、あ
るいは低階層組のピクチャを含むビデオストリームを多重化する際の「transport_priori
ty」を“１”に設定する。また、マルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１４において、
ＨＲＤ情報（cpu_removal_delay、dpb_output_delay）を参照して、ＤＴＳ、ＰＴＳを決
め、ＰＥＳヘッダに挿入する。
【０１２１】
　次に、マルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１５において、シングルストリーム（単
一ビデオストリーム）か否かを判断する。シングルストリームであるとき、マルチプレク
サ１０４は、ステップＳＴ１６において、１つのＰＩＤ（パケット識別子）で多重化処理
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を進めることとし、その後に、ステップＳＴ１７の処理に移る。一方、シングルストリー
ムでないとき、マルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１８において、複数のパケットＰ
ＩＤ（パケット識別子）で多重化処理を進めることとし、その後に、ステップＳＴ１７の
処理に移る。
【０１２２】
　このステップＳＴ１７において、マルチプレクサ１０４は、ＨＥＶＣデスクリプタ、ス
ケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタなどをコーディングする。そして、マ
ルチプレクサ１０４は、ステップＳＴ１９において、ビデオストリームをＰＥＳペイロー
ドに挿入してＰＥＳパケット化し、その後、ステップＳＴ２０において、トランスポート
パケット化し、トランスストリームＴＳを得る。その後、マルチプレクサ１０４は、ステ
ップＳＴ２１において、処理を終了する。
【０１２３】
　図２２は、単一ビデオストリームによる配信を行う場合のトランスポートストリームＴ
Ｓの構成例を示している。このトランスポートストリームＴＳには、単一ビデオストリー
ムが含まれている。すなわち、この構成例では、複数の階層のピクチャの例えばＨＥＶＣ
による符号化画像データを持つビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES1」が存在
すると共に、オーディオストリームのＰＥＳパケット「audio PES1」が存在する
【０１２４】
　この単一のビデオストリームには、階層符号化の複数の階層が２以上の所定数の階層組
に分割されて得られた所定数のサブストリームが含まれる。ここで、最下位の階層組のサ
ブストリーム（ベースサブストリーム）にはＳＰＳが含まれ、最下位より上位の階層組の
サブストリーム（エンハンスサブストリーム）にはＥＳＰＳが含まれる。そして、ＳＰＳ
，ＥＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、自己の階層組以下の階層組に含まれ
る全ての階層のピクチャを含むレベル値とされる。
【０１２５】
　各ピクチャの符号化画像データには、ＶＰＳ、ＳＰＳ、ＥＳＰＳ、ＳＥＩなどのＮＡＬ
ユニットが存在する。上述したように、各ピクチャのＮＡＬユニットのヘッダには、その
ピクチャの階層を示すtemporal_idが挿入されている。また、例えば、ＳＰＳ，ＥＳＰＳ
にはビットレートのレベル指定値（general_level_idc）が含まれている。また、例えば
、ピクチャ・タイミング・ＳＥＩ（Picture timing SEI）には、「cpb_removal_delay」
と「dpb_output_delay」が含まれている。
【０１２６】
　なお、各ピクチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットのヘッダに「transp
ort_priority」の１ビットの優先度を示すフィールドが存在する。この「transport_prio
rity」により、コンテナする符号化画像データが、低階層組のピクチャのものか、あるい
は高階層組のピクチャのものかが識別可能である。
【０１２７】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。このＰＳＩは、トランスポート
ストリームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記し
た情報である。
【０１２８】
　ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（Program 
loop）が存在する。また、ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つ
エレメンタリ・ループが存在する。この構成例では、ビデオエレメンタリ・ループ（vide
o ES1 loop）が存在すると共に、オーディオエレメンタリ・ループ（audio ES1 loop）が
存在する。
【０１２９】
　ビデオエレメンタリ・ループには、ビデオストリーム（video PES1）に対応して、スト
リームタイプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリ
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ームに関連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このデスクリプタの一つとし
て、上述したＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリティ・エクステ
ンション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）が挿入される。
【０１３０】
　図２３は、図３の階層符号化の例において、階層０～３のピクチャでベースサブストリ
ーム（B stream）が生成され、階層４のピクチャでエンハンスサブストリーム（E stream
）が生成される場合を示している。この場合、ベースサブストリームに含まれる各ピクチ
ャは６０Ｐを構成し、エンハンスサブストリーム（E stream）に含まれる各ピクチャは、
ベースサブストリームに含まれる各ピクチャに追加されてＰＥＳ全体で１２０Ｐを構成す
る。
【０１３１】
　ベースサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」、「ＰＰＳ
」、「ＰＳＥＩ」、「ＳＬＩＣＥ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」などのＮＡＬユニットに
より構成される。「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」は、例えば、ＧＯＰの先頭ピクチャに挿入され
る。ＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、“level5.1”とされる。なお、「Ｅ
ＯＳ」はなくてもよい。
【０１３２】
　一方、エンハンスサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＥＳＰＳ」、「ＰＰＳ
」、「ＰＳＥＩ」、「ＳＬＩＣＥ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」などのＮＡＬユニットに
より構成される。なお、「ＥＳＰＳ」は、例えば、ＧＯＰの先頭ピクチャに挿入される。
ＥＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、“level5.2”とされる。なお、「ＰＳ
ＥＩ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」はなくてもよい。
【０１３３】
　「video ES1 loop」には、ビデオストリーム（video PES1）に対応して、ストリームタ
イプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関
連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このストリームタイプは、ベーススト
リームを示す“０ｘ２４”とされる。また、デスクリプタの一つとして、上述したＨＥＶ
Ｃデスクリプタが挿入される。
【０１３４】
　「level_constrained_flag」の１ビットフィールドは、“１”とされる。これにより、
「該当サブストリームにＳＰＳあるいはＥＳＰＳが存在し、その要素の“general_level_
idc”は、そのサブストリームが含むtemporal_id 以下のピクチャを含むレベル値をもつ
」ことが示される。また、「level_idc」の値は、ビデオストリーム（video PES1）の全
体のレベル値を示す“level5.2”とされる。また、「temporal_id_min」は０とされ、「t
emporal_id_max」は４とされ、ビデオストリーム（video PES1）に階層０～４のピクチャ
が含まれていることが示される。
【０１３５】
　このような単一ビデオストリームによる配信が行われる場合、受信側では、「level_co
nstrained_flag」、ＳＰＳ、ＥＳＰＳの要素の“general_level_idc”などに基づいて、
各サブストリームが自身のデコーダ処理能力の範囲内にあるか否かが判断され、範囲内に
あるサブストリームのデコードが行われる。
【０１３６】
　図２４は、複数ストリーム、ここでは２ストリームによる配信を行う場合のトランスポ
ートストリームＴＳの構成例を示している。このトランスポートストリームＴＳには、２
つのビデオストリームが含まれている。すなわち、この構成例では、複数の階層が低階層
組と高階層組の２つの階層組に分割され、２つの階層組のピクチャの例えばＨＥＶＣによ
る符号化画像データを持つビデオストリームのＰＥＳパケット「video PES1」、「video 
PES2」が存在すると共に、オーディオストリームのＰＥＳパケット「audio PES1」が存在
する。
【０１３７】
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　この２つのビデオストリームには、階層符号化の複数の階層が２つの階層組に分割され
て得られた２つのサブストリームのそれぞれが含まれる。ここで、下位側の階層組のサブ
ストリーム（ベースサブストリーム）にはＳＰＳが含まれ、上位側の階層組のサブストリ
ーム（エンハンスサブストリーム）にはＥＳＰＳが含まれる。そして、ＳＰＳ，ＥＳＰＳ
の要素の“general_level_idc”の値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階
層のピクチャを含むレベル値とされる。
【０１３８】
　各ピクチャの符号化画像データには、ＳＰＳ、ＥＳＰＳなどのＮＡＬユニットが存在す
る。上述したように、各ピクチャのＮＡＬユニットのヘッダには、そのピクチャの階層を
示すtemporal_idが挿入されている。また、例えば、ＳＰＳ、ＥＳＰＳにはビットレート
のレベル指定値（general_level_idc）が含まれている。また、例えば、ピクチャ・タイ
ミング・ＳＥＩ（Picture timing SEI）には、「cpb_removal_delay」と「dpb_output_de
lay」が含まれている。
【０１３９】
　また、各ピクチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットのヘッダに「transp
ort_priority」の１ビットの優先度を示すフィールドが存在する。この「transport_prio
rity」により、コンテナする符号化画像データが、低階層組のピクチャのものか、あるい
は高階層組のピクチャのものかが識別可能である。
【０１４０】
　また、トランスポートストリームＴＳには、ＰＳＩ（Program Specific Information）
として、ＰＭＴ（Program Map Table）が含まれている。このＰＳＩは、トランスポート
ストリームに含まれる各エレメンタリストリームがどのプログラムに属しているかを記し
た情報である。
【０１４１】
　ＰＭＴには、プログラム全体に関連する情報を記述するプログラム・ループ（Program 
loop）が存在する。また、ＰＭＴには、各エレメンタリストリームに関連した情報を持つ
エレメンタリ・ループが存在する。この構成例では、２つのビデオエレメンタリ・ループ
（video ES1 loop, video ES2 loop ）が存在すると共に、オーディオエレメンタリ・ル
ープ（audio ES1 loop）が存在する。
【０１４２】
　各ビデオエレメンタリ・ループには、ビデオストリーム（video PES1, video PES2）に
対応して、ストリームタイプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そ
のビデオストリームに関連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このデスクリ
プタの一つとして、上述したＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリ
ティ・エクステンション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）が挿入さ
れる。
【０１４３】
　図２５は、図３の階層符号化の例において、階層０～３のピクチャでベースサブストリ
ーム（B stream）が生成され、階層４のピクチャでエンハンスサブストリーム（E stream
）が生成される場合を示している。この場合、ベースサブストリームに含まれる各ピクチ
ャは６０Ｐを構成し、エンハンスサブストリーム（E stream）に含まれる各ピクチャは、
ベースサブストリームに含まれる各ピクチャに追加されてＰＥＳ全体で１２０Ｐを構成す
る。
【０１４４】
　ベースサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」、「ＰＰＳ
」、「ＰＳＥＩ」、「ＳＬＩＣＥ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」などのＮＡＬユニットに
より構成される。なお、「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」は、例えば、ＧＯＰの先頭ピクチャに挿
入される。ＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、“level5.1”とされる。なお
、「ＥＯＳ」はなくてもよい。
【０１４５】
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　一方、エンハンスサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＥＳＰＳ」、「ＰＰＳ
」、「ＰＳＥＩ」、「ＳＬＩＣＥ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」などのＮＡＬユニットに
より構成される。なお、「ＥＳＰＳ」は、例えば、ＧＯＰの先頭ピクチャに挿入される。
ＥＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、“level5.2”とされる。なお、「ＰＳ
ＥＩ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」はなくてもよい。
【０１４６】
　「video ES1 loop」には、ビデオストリーム（video PES1）に対応して、ストリームタ
イプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関
連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このストリームタイプは、ベーススト
リームを示す“０ｘ２４”とされる。また、デスクリプタの一つとして、上述したＨＥＶ
Ｃデスクリプタが挿入される。
【０１４７】
　「level_constrained_flag」の１ビットフィールドは、“１”とされる。これにより、
「該当サブストリームにＳＰＳあるいはＥＳＰＳが存在し、その要素の“general_level_
idc”は、そのサブストリームが含むtemporal_id 以下のピクチャを含むレベル値をもつ
」ことが示される。また、「level_idc」の値は、ベースサブストリーム（B stream）の
レベル値を示す“level5.1”とされる。また、「temporal_id_min」は０とされ、「tempo
ral_id_max」は３とされ、ベースサブストリーム（B stream）に階層０～３のピクチャが
含まれていることが示される。
【０１４８】
　「video ES2 loop」には、ビデオストリーム（video PES2）に対応して、ストリームタ
イプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関
連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このストリームタイプは、エンハンス
スストリームを示す“０ｘ２５”とされる。また、デスクリプタの一つとして、上述した
ＨＥＶＣデスクリプタが挿入される。
【０１４９】
　「level_constrained_flag」の１ビットフィールドは、“１”とされる。これにより、
「該当サブストリームにＳＰＳあるいはＥＳＰＳが存在し、その要素の“general_level_
idc”は、そのサブストリームが含むtemporal_id 以下のピクチャを含むレベル値をもつ
」ことが示される。また、「level_idc」の値は、ベースサブストリーム（B stream）お
よびエンハンスストリーム（E stream）のレベル値を示す“level5.2”とされる。また、
「temporal_id_min」は４とされ、「temporal_id_max」は４とされ、エンハンスストリー
ム（E stream））に階層４のピクチャが含まれていることが示される。
【０１５０】
　このような複数ビデオストリームによる配信が行われる場合、受信側では、「level_co
nstrained_flag」、ＳＰＳ、ＥＳＰＳの要素の“general_level_idc”などに基づいて、
各サブストリームが自身のデコーダ処理能力の範囲内にあるか否かが判断され、範囲内に
あるサブストリームのデコードが行われる。
【０１５１】
　図２６は、図３の階層符号化の例において、階層０～３のピクチャでベースサブストリ
ーム（B stream）が生成され、階層４のピクチャでエンハンスサブストリーム（E stream
）が生成される場合におけるトランスポートストリームＴＳの他の構成例を示している。
この場合、ベースサブストリームに含まれる各ピクチャは６０Ｐを構成し、エンハンスサ
ブストリーム（E stream）に含まれる各ピクチャは、ベースサブストリームに含まれる各
ピクチャに追加されてＰＥＳ全体で１２０Ｐを構成する。
【０１５２】
　ベースサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」、「ＰＰＳ
」、「ＰＳＥＩ」、「ＳＬＩＣＥ」、「ＳＳＥＩ」、「ＥＯＳ」などのＮＡＬユニットに
より構成される。なお、「ＶＰＳ」、「ＳＰＳ」は、例えば、ＧＯＰの先頭ピクチャに挿
入される。ＳＰＳの要素の“general_level_idc”の値は、“level5.2”とされる。この
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場合、ＳＰＳの要素の“sub_layer_level_present_flag”は“１”とされ、“sublayer_l
evel_idc[3]”で、ベースサブストリームのレベル値“level5.1”が示される。なお、「
ＥＯＳ」はなくてもよい。
【０１５３】
　エンハンスサブストリームのピクチャは、「ＡＵＤ」、「ＰＰＳ」、「ＳＬＩＣＥ」な
どのＮＡＬユニットにより構成される。しかし、図２５におけるような「ＥＳＰＳ」のＮ
ＡＬユニットは存在しない。
【０１５４】
　「video ES1 loop」には、ビデオストリーム（video PES1）に対応して、ストリームタ
イプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関
連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このストリームタイプは、ベーススト
リームを示す“０ｘ２４”とされる。また、デスクリプタの一つとして、上述したＨＥＶ
Ｃデスクリプタが挿入される。
【０１５５】
　図２５におけるような「level_constrained_flag」は存在しない。「level_idc」の値
は、ベースサブストリーム（B stream）のレベル値を示す“level5.1”とされる。また、
「temporal_id_min」は０とされ、「temporal_id_max」は３とされ、ベースサブストリー
ム（B stream）に階層０～３のピクチャが含まれていることが示される。
【０１５６】
　「video ES2 loop」には、ビデオストリーム（video PES2）に対応して、ストリームタ
イプ、パケット識別子（PID）等の情報が配置されると共に、そのビデオストリームに関
連する情報を記述するデスクリプタも配置される。このストリームタイプは、エンハンス
スストリームを示す“０ｘ２５”とされる。また、デスクリプタの一つとして、上述した
ＨＥＶＣデスクリプタが挿入される。
【０１５７】
　図２５におけるような「level_constrained_flag」は存在しない。「level_idc」の値
は、ベースサブストリーム（B stream）およびエンハンスストリーム（E stream）のレベ
ル値を示す“level5.2”とされる。また、「temporal_id_min」は４とされ、「temporal_
id_max」は４とされ、エンハンスストリーム（E stream））に階層４のピクチャが含まれ
ていることが示される。
【０１５８】
　このような複数ビデオストリームによる配信が行われる場合、受信側では、ＳＰＳの要
素の“general_level_idc”、“sublayer_level_idc”などに基づいて、各サブストリー
ムが自身のデコーダ処理能力の範囲内にあるか否かが判断され、範囲内にあるサブストリ
ームのデコードが行われる。
【０１５９】
　図２に戻って、送信部１０５は、トランスポートストリームＴＳを、例えば、ＱＰＳＫ
／ＯＦＤＭ等の放送に適した変調方式で変調し、ＲＦ変調信号を送信アンテナから送信す
る。
【０１６０】
　図２に示す送信装置１００の動作を簡単に説明する。エンコーダ１０２には、非圧縮の
動画像データが入力される。エンコーダ１０２では、この動画像データに対して、階層符
号化が行われる。すなわち、エンコーダ１０２では、この動画像データを構成する各ピク
チャの画像データが複数の階層に分類されて符号化され、各階層のピクチャの符号化画像
データを持つビデオストリームが生成される。この際、参照するピクチャが、自己階層お
よび／または自己階層よりも下位の階層に所属するように、符号化される。
【０１６１】
　エンコーダ１０２では、各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデオストリーム
が生成される。例えば、エンコーダ１０２では、複数の階層が２以上の所定数の階層組に
分割され、各階層組に対応したサブストリームのそれぞれを含む所定数のビデオストリー
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ムが生成されるか、または、各階層組に対応したサブストリームの全てを含む単一のビデ
オストリームが生成される。
【０１６２】
　エンコーダ１０２では、各階層組のピクチャの符号化画像データに、所属階層組を識別
するための識別情報が付加される。この場合、例えば、識別情報として、ＳＰＳ，ＥＳＰ
Ｓの要素である「general_level_idc」が利用される。ＳＰＳは、最下位の階層組のサブ
ストリーム（ベースサブストリーム）に、シーケンス（ＧＯＰ）毎に含まれる。一方、Ｅ
ＳＰＳは、最下位より上位の階層組のサブストリーム（エンハンスサブストリーム）に、
シーケンス（ＧＯＰ）毎に含まれる。ＳＰＳ，ＥＳＰＳに含まれる「general_level_idc
」の値は、高階層側の階層組ほど高い値とされる。例えば、各階層組のサブストリームの
ＳＰＳ，ＥＳＰＳに挿入される「general_level_idc」の値は、自己の階層組以下の階層
組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値とされる。
【０１６３】
　エンコーダ１０２で生成された、各階層のピクチャの符号化データを含むビデオストリ
ームは、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）１０３に供給され、一時的に蓄積される。マルチ
プレクサ１０４では、圧縮データバッファ１０３に蓄積されているビデオストリームが読
み出され、ＰＥＳパケット化され、さらにトランスポートパケット化されて多重され、多
重化ストリームとしてのトランスポートストリームＴＳが得られる。
【０１６４】
　このトランスポートストリームＴＳには、各階層のピクチャの符号化画像データを持つ
単一のビデオストリーム、あるいは２以上の所定数のビデオストリームが含まれる。マル
チプレクサ１０４では、トランスポートストリームＴＳに、階層情報、ストリーム構成情
報が挿入される。すなわち、マルチプレクサ１０４では、各ビデオストリームに対応した
ビデオエレメンタリ・ループに、ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラ
ビリティ・エクステンション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）が挿
入される。
【０１６５】
　また、マルチプレクサ１０４では、低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データを
コンテナするＴＳパケットの優先度ほど高く設定される。マルチプレクサ１０４では、例
えば、複数の階層を低階層組と高階層組に二分される場合、ＴＳパケットヘッダの「tran
sport_priority」の１ビットフィールドが利用されて優先度が設定される。
【０１６６】
　マルチプレクサ１０４で生成されるトランスポートストリームＴＳは、送信部１０５に
送られる。送信部１０５では、このトランスポートストリームＴＳが、例えば、ＱＰＳＫ
／ＯＦＤＭ等の放送に適した変調方式で変調され、ＲＦ変調信号が送信アンテナから送信
される。
【０１６７】
　「受信装置の構成」
　図２７は、受信装置２００の構成例を示している。この受信装置２００は、ＣＰＵ（Ce
ntral Processing Unit）２０１と、受信部２０２と、デマルチプレクサ２０３と、圧縮
データバッファ（ｃｐｂ：coded picture buffer）２０４を有している。また、この受信
装置２００は、デコーダ２０５と、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ：decoded picture bu
ffer）２０６と、ポスト処理部２０７を有している。ＣＰＵ２０１は、制御部を構成し、
受信装置２００の各部の動作を制御する。
【０１６８】
　受信部２０２は、受信アンテナで受信されたＲＦ変調信号を復調し、トランスポートス
トリームＴＳを取得する。デマルチプレクサ２０３は、トランスポートストリームＴＳか
ら、デコード能力（Decoder temporal layer capability）に応じた階層組のピクチャの
符号化画像データを選択的に取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ：coded picture bu
ffer）２０４に送る。
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【０１６９】
　図２８は、デマルチプレクサ２０３の構成例を示している。このデマルチプレクサ２０
３は、ＰＣＲ抽出部２３１と、タイムスタンプ抽出部２３２と、セクション抽出部２３３
と、ＴＳプライオリティ抽出部２３４と、ＰＥＳペイロード抽出部２３５と、ピクチャ選
択部２３６を有している。
【０１７０】
　ＰＣＲ抽出部２３１は、ＰＣＲ（Program Clock Reference）が含まれるＴＳパケット
からＰＣＲを抽出し、ＣＰＵ２０１に送る。タイムスタンプ抽出部２３２は、ピクチャ毎
にＰＥＳヘッダに挿入されているタイムスタンプ（ＤＴＳ、ＰＴＳ）を抽出し、ＣＰＵ２
０１に送る。セクション抽出部２３３は、トランスポートストリームＴＳからセクション
データを抽出し、ＣＰＵ２０１に送る。このセクションデータには、上述したＨＥＶＣデ
スクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタ
（scalability_extension_descriptor）などが含まれている。
【０１７１】
　ＴＳプライオリティ抽出部２３４は、各ＴＳパケットに設定されている優先度情報を抽
出する。この優先度は、上述したように、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し
た場合における各階層組の優先度であり、低階層側の階層組ほど高く設定されている。例
えば、低階層組と高階層組に２分されている場合、ＴＳパケットヘッダの「transport_pr
iority」の１ビットフィールドの値が抽出される。この値は、低階層組では“１”とされ
、高階層組では“０”に設定されている。
【０１７２】
　ＰＥＳペイロード抽出部２３５は、トランスポートストリームＴＳからＰＥＳペイロー
ド、つまり、各階層のピクチャの符号化画像データを抽出する。ピクチャ選択部２３６は
、ＰＥＳペイロード抽出部２３５で取り出される各階層のピクチャの符号化画像データか
ら、デコード能力（Decoder temporal layer capability）に応じた階層組のピクチャの
符号化画像データを選択的に取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ：coded picture bu
ffer）２０４に送る。この場合、ピクチャ選択部２３６は、セクション抽出部２３３で得
られる階層情報、ストリーム構成情報、ＴＳプライオリティ抽出部２３４で抽出される優
先度情報を参照する。
【０１７３】
　例えば、トランスポートストリームＴＳに含まれるビデオストリーム（符号化ストリー
ム）のフレームレートが１２０ｆｐｓである場合を考える。例えば、複数の階層が低階層
側の階層組と高階層側の階層組とに２分割され、各階層組のピクチャのフレームレートが
それぞれ６０ｆｐｓであるとする。例えば、上述の図３に示す階層符号化例では、階層０
から３は低階層側の階層組とされ、階層４は高階層側の階層組とされる。
【０１７４】
　ＴＳパケットのヘッダに含まれる「transport_priority」の１ビットフィールドは、ベ
ースレイヤ、つまり低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナするＴＳ
パケットの場合には“１”に設定され、ノンベースレイヤ、つまり高階層側の階層組のピ
クチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットの場合には“０”に設定されてい
る。
【０１７５】
　この場合、トランスポートストリームＴＳに、各階層のピクチャの符号化データを持つ
単一のビデオストリーム（符号化ストリーム）（図１０参照）が含まれている場合がある
。また、この場合、トランスポートストリームＴＳに、低階層側の階層組のピクチャの符
号化画像データ持つベースストリーム（B-stream）と、高階層側の階層組のピクチャの符
号化画像データを持つエンハンスストリーム（E-stream）の２つのビデオストリーム（符
号化ストリーム）が含まれている場合（図１１参照）がある。
【０１７６】
　ピクチャ選択部２３６は、例えば、デコード能力が、１２０Ｐ（１２０ｆｐｓ）に対応
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している場合、全階層のピクチャの符号化画像データを取り出し、圧縮データバッファ（
ｃｐｂ）２０４に送る。一方、ピクチャ選択部２３６は、例えば、デコード能力が、１２
０Ｐに対応していないが６０Ｐ（６０ｆｐｓ）に対応している場合、低階層側の階層組の
ピクチャの符号化画像データのみを取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に送
る。
【０１７７】
　図２９は、トランスポートストリームＴＳに単一のビデオストリーム（符号化ストリー
ム）が含まれている場合を示している。ここで、「High」は高階層側の階層組のピクチャ
を示し、「Low」は低階層側の階層組のピクチャを示す。また、「Ｐ」は「transport_pri
ority」を示している。
【０１７８】
　デコード能力が、１２０Ｐに対応している場合、ピクチャ選択部２３６は、全階層のピ
クチャの符号化画像データを取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に送り、領
域１（cpb_1）に蓄積する。一方、デコード能力が、１２０Ｐに対応していないが６０Ｐ
に対応している場合、「transport_priority」に基づくフィルタリングを行って、Ｐ＝１
である低階層側の階層組のピクチャだけを取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０
４に送り、領域１（cpb_1）に蓄積する。
【０１７９】
　図３０は、トランスポートストリームＴＳにベースストリームと拡張ストリームの２つ
のビデオストリーム（符号化ストリーム）が含まれている場合を示している。ここで、「
High」は高階層側の階層組のピクチャを示し、「Low」は低階層側の階層組のピクチャを
示す。また、「Ｐ」は「transport_priority」を示している。また、ベースストリームの
パケット識別子（ＰＩＤ）はＰＩＤ１であり、拡張ストリームのパケット識別子（ＰＩＤ
）はＰＩＤ２であるとする。
【０１８０】
　デコード能力が、１２０Ｐに対応している場合、ピクチャ選択部２３６は、全階層のピ
クチャの符号化画像データを取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に送る。そ
して、低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データは領域１（cpb_1）に蓄積し、低
階層側の階層組のピクチャの符号化画像データは領域２（cpb_2）に蓄積する。
【０１８１】
　一方、デコード能力が、１２０Ｐに対応していないが１２０Ｐに対応している場合、パ
ケット識別子（ＰＩＤ）に基づくフィルタリングを行って、ＰＩＤ１である低階層側の階
層組のピクチャだけを取り出し、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に送り、領域１（
cpb_1）に蓄積する。なお、この場合も、「transport_priority」に基づくフィルタリン
グを行ってもよい。
【０１８２】
　図３１は、デマルチプレクサ２０３の処理フローの一例を示している。この処理フロー
は、トランスポートストリームＴＳに単一のビデオストリーム（符号化ストリーム）が含
まれている場合を示している。
【０１８３】
　デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ３１において、処理を開始し、その後に、ス
テップＳＴ３２の処理に移る。このステップＳＴ３２おいて、ＣＰＵ２０１から、デコー
ド能力（Decoder temporal layer capability）が設定される。次に、デマルチプレクサ
２０３は、ステップＳＴ３３おいて、全階層をデコードする能力があるか否かを判断する
。
【０１８４】
　全階層をデコードする能力があるとき、デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ３４
において、該当ＰＩＤフィルタを通過する全ＴＳパケットをデマルチプレクスし、セクシ
ョンパーシング（Section parsing）を行う。その後、デマルチプレクサ２０３は、ステ
ップＳＴ３５の処理に移る。
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【０１８５】
　ステップＳＴ３３で全階層をデコードする能力がないとき、デマルチプレクサ２０３は
、ステップＳＴ３６において、「transport_priority」が“１”のＴＳパケットをデマル
チプレクスし、セクションパーシング（Section parsing）を行う。その後、デマルチプ
レクサ２０３は、ステップＳＴ３５の処理に移る。
【０１８６】
　ステップＳＴ３５において、デマルチプレクサ２０３は、対象となるＰＩＤのセクショ
ンの中で、ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリティ・エクステン
ション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）を読み、拡張ストリームの
有無、スケーラブルタイプ、ストリームの数とＩＤ、temporal_idの最大、最小値、最小
ターゲットデコーダ・レベルを得る。
【０１８７】
　次に、デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ３７で、ＰＩＤの対象となる符号化ス
トリームを圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４へ転送すると共に、ＤＴＳ、ＰＴＳを、
ＣＰＵ２０１に通知する。デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ３７の処理の後、ス
テップＳＴ３８において、処理を終了する。
【０１８８】
　図３２は、デマルチプレクサ２０３の処理フローの一例を示している。この処理フロー
は、トランスポートストリームＴＳにベースストリームと拡張ストリームの２つのビデオ
ストリーム（符号化ストリーム）が含まれている場合を示している。
【０１８９】
　デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ４１において、処理を開始し、その後に、ス
テップＳＴ４２の処理に移る。このステップＳＴ４２おいて、ＣＰＵ２０１から、デコー
ド能力（Decoder temporal layer capability）が設定される。次に、デマルチプレクサ
２０３は、ステップＳＴ４３おいて、全階層をデコードする能力があるか否かを判断する
。
【０１９０】
　全階層をデコードする能力があるとき、デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ４４
において、該当ＰＩＤフィルタを通過する全ＴＳパケットをデマルチプレクスし、セクシ
ョンパーシング（Section parsing）を行う。その後、デマルチプレクサ２０３は、ステ
ップＳＴ４５の処理に移る。
【０１９１】
　ステップＳＴ４３で全階層をデコードする能力がないとき、デマルチプレクサ２０３は
、ステップＳＴ４６において、ＰＩＤ＝ＰＩＤ１のＴＳパケットをデマルチプレクスし、
セクションパーシング（Section parsing）を行う。その後、デマルチプレクサ２０３は
、ステップＳＴ４５の処理に移る。
【０１９２】
　ステップＳＴ４５において、デマルチプレクサ２０３は、対象となるＰＩＤのセクショ
ンの中で、ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descriptor）、スケーラビリティ・エクステン
ション・デスクリプタ（scalability_extension_descriptor）を読み、拡張ストリームの
有無、スケーラブルタイプ、ストリームの数とＩＤ、temporal_idの最大、最小値、最小
ターゲットデコーダ・レベルを得る。
【０１９３】
　次に、デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ４７で、ＰＩＤの対象となる符号化ス
トリームを圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４へ転送すると共に、ＤＴＳ、ＰＴＳを、
ＣＰＵ２０１に通知する。デマルチプレクサ２０３は、ステップＳＴ４７の処理の後、ス
テップＳＴ４８において、処理を終了する。
【０１９４】
　図２７に戻って、圧縮データバッファ(ｃｐｂ)２０４は、デマルチプレクサ２０３で取
り出されるビデオストリーム（符号化ストリーム）を、一時的に蓄積する。デコーダ２０
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５は、圧縮データバッファ２０４に蓄積されているビデオストリームから、デコードすべ
き階層として指定された階層のピクチャの符号化画像データを取り出す。そして、デコー
ダ２０５は、取り出された各ピクチャの符号化画像データを、それぞれ、そのピクチャの
デコードタイミングでデコードし、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６に送る。
【０１９５】
　ここで、デコーダ２０５には、ＣＰＵ２０１からデコードすべき階層がtemporal_idで
指定される。この指定階層は、デマルチプレクサ２０３で取り出されるビデオストリーム
（符号化ストリーム）に含まれる全階層、あるいは低階層側の一部の階層とされ、ＣＰＵ
２０１により自動的に、あるいはユーザ操作に応じて設定される。また、デコーダ２０５
には、ＣＰＵ２０１から、ＤＴＳ（Decoding Time stamp）に基づいて、デコードタイミ
ングが与えられる。なお、デコーダ２０５は、各ピクチャの符号化画像データをデコード
する際に、必要に応じて、非圧縮データバッファ２０６から被参照ピクチャの画像データ
を読み出して利用する。
【０１９６】
　図３３は、デコーダ２０５の構成例を示している。このデコーダ２０５は、テンポラル
ＩＤ解析部２５１と、対象階層選択部２５２と、ストリーム統合部２５３と、デコード部
２５４を有している。テンポラルＩＤ解析部２５１は、圧縮データバッファ２０４に蓄積
されているビデオストリーム（符号化ストリーム）を読み出し、各ピクチャの符号化画像
データのＮＡＬユニットヘッダに挿入されているtemporal_idを解析する。
【０１９７】
　対象階層選択部２５２は、圧縮データバッファ２０４から読み出されたビデオストリー
ムから、テンポラルＩＤ解析部２５１の解析結果に基づいて、デコードすべき階層として
指定された階層のピクチャの符号化画像データを取り出す。この場合、対象階層選択部２
５２からは、圧縮データバッファ２０４から読み出されたビデオストリームの数および指
定階層に応じて、単一または複数のビデオストリーム（符号化ストリーム）が出力される
。
【０１９８】
　ストリーム統合部２５３は、対象階層選択部２５２から出力される所定数のビデオスト
リーム（符号化ストリーム）を一つに統合する。デコード部２５４は、ストリーム統合部
２５３で統合されたビデオストリーム（符号化ストリーム）が持つ各ピクチャの符号化画
像データを、順次デコードタイミングでデコードし、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２
０６に送る。
【０１９９】
　この場合、デコード部２５４はデマルチプレクサ２０３から得られるLevel_constraine
d_flagにより、ＳＰＳ，ＥＳＰＳの解析を行って、「general_level_idc」、「sublayer_
level_idc」などを把握し、ストリームあるいはサブストリームが自身のデコーダ処理能
力範囲内でデコードし得るものかどうかを確認する。また、この場合、デコード部２５４
は、ＳＥＩの解析を行って、例えば、「initial_cpb_removal_time」、「cpb_removal_de
lay」を把握し、ＣＰＵ２０１からのデコードタイミングが適切か確認する。
【０２００】
　また、デコード部２５４は、スライス（Slice）のデコードを行う際に、スライスヘッ
ダ（Slice header）から、時間方向の予測先を表す情報として、「ref_idx_l0_active(re
f_idx_l1_active)を取得し、時間方向の予測を行う。なお、デコード後のピクチャは、ス
ライスヘッダ（slice header）から得られる「short_term_ref_pic_set_idx」、あるいは
「it_idx_sps」が指標とされて、他のピクチャによる被参照として処理される。
【０２０１】
　図３４のフローチャートは、受信装置２００におけるデコーダ処理能力を考慮したビデ
オストリーム毎のデコード処理手順の一例を示している。受信装置２００は、ステップＳ
Ｔ６１で処理を開始し、ステップＳＴ６２において、ＨＥＶＣデスクリプタ（HEVC_descr
iptor）を読む。
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【０２０２】
　次に、受信装置２００は、ステップＳＴ６３において、ＨＥＶＣデスクリプタに“leve
l_constrained_flag”が存在するか判断する。存在するとき、受信装置２００は、ステッ
プＳＴ６４において、“level_constrained_flag”が“１”であるか判断する。“１”で
あるとき、受信装置２００は、ステップＳＴ６５の処理に進む。
【０２０３】
　このステップＳＴ６５において、受信装置２００は、該当するＰＩＤのＰＥＳパケット
（PES packet）のタイムスタンプを参照し、ペイロード（payload）部分のビデオストリ
ームのＳＰＳあるいはＥＳＰＳを読む。そして、受信装置２００は、ステップＳＴ６６に
おいて、ＳＰＳあるいはＥＳＰＳの要素である「general_level_idc」を読む。
【０２０４】
　次に、受信装置２００は、ステップＳＴ６７において、「general_level_idc」がデコ
ーダ処理能力範囲内か判断する。デコーダ処理能力範囲内であるとき、受信装置２００は
、ステップＳＴ６８において、該当するストリームあるいはサブストリームをデコードす
る。その後に、受信装置２００は、ステップＳＴ６９において、処理を終了する。一方、
ステップＳＴ６７でデコーダ処理能力範囲内でないとき、受信装置２００は、直ちにステ
ップＳＴ６９に進み、処理を終了する。
【０２０５】
　また、ステップＳＴ６３で“level_constrained_flag”が存在しないとき、あるいはス
テップＳＴ６４で“level_constrained_flag”が“０”であるとき、受信装置２００は、
ステップＳＴ７０の処理に移る。このステップＳＴ７０において、受信装置２００は、該
当するＰＩＤのＰＥＳパケット（PES packet）のタイムスタンプを参照し、ペイロード（
payload）部分のビデオストリームのＳＰＳを読む。一方、該当するビデオストリームに
ＳＰＳが存在しない場合は、temporal_layer が下位のピクチャ（Picture）を含むサブス
トリームのＳＰＳを参照する。
【０２０６】
　次に、受信装置２００は、ステップＳＴ７１において、ＳＰＳの要素である「general_
level_idc」を読む。そして、受信装置２００は、ステップＳＴ７２において、「general
_level_idc」がデコーダ処理能力範囲内か判断する。デコーダ処理能力範囲内であるとき
、受信装置２００は、ステップＳＴ７３の処理に移る。
【０２０７】
　一方、デコーダ処理能力範囲内でないとき、受信装置２００は、ステップＳＴ７４にお
いて、ＳＰＳの要素の「Sublayer_level_idc」をチェックする。そして、受信装置２００
は、ステップＳＴ７５において、「Sublayer_level_idc」がデコーダ処理能力範囲内であ
る「Sublayer」が存在するか判断する。存在しないとき、受信装置２００は、直ちにステ
ップＳＴ６９に進み、処理を終了する。一方、存在するとき、受信装置２００は、ステッ
プＳＴ７３の処理に移る。
【０２０８】
　このステップＳＴ７３において、受信装置２００は、ストリームの全体、あるいは該当
するサブレイヤ（Sublayer）部分を、temporal_id値を参照してデコードする。その後、
受信装置２００は、ステップＳＴ６９において、処理を終了する。
【０２０９】
　図２７に戻って、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６は、デコーダ２０５でデコー
ドされた各ピクチャの画像データを、一時的に蓄積する。ポスト処理部２０７は、非圧縮
データバッファ（ｄｐｂ）２０６から表示タイミングで順次読み出された各ピクチャの画
像データに対して、そのフレームレートを、表示能力に合わせる処理を行う。この場合、
ＣＰＵ２０１から、ＰＴＳ（Presentation Time stamp）に基づいて、表示タイミングが
与えられる。
【０２１０】
　例えば、デコード後の各ピクチャの画像データのフレームレートが１２０ｆｐｓであっ
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て、表示能力が１２０ｆｐｓであるとき、ポスト処理部２０７は、デコード後の各ピクチ
ャの画像データをそのままディスプレイに送る。また、例えば、デコード後の各ピクチャ
の画像データのフレームレートが１２０ｆｐｓであって、表示能力が６０ｆｐｓであると
き、ポスト処理部２０７は、デコード後の各ピクチャの画像データに対して時間方向解像
度が１/２倍となるようにサブサンプル処理を施し、６０ｆｐｓの画像データとしてディ
スプレイに送る。
【０２１１】
　また、例えば、デコード後の各ピクチャの画像データのフレームレートが６０ｆｐｓで
あって、表示能力が１２０ｆｐｓであるとき、ポスト処理部２０７は、デコード後の各ピ
クチャの画像データに対して時間方向解像度が２倍となるように補間処理を施し、１２０
ｆｐｓの画像データとしてディスプレイに送る。また、例えば、デコード後の各ピクチャ
の画像データのフレームレートが６０ｆｐｓであって、表示能力が６０ｆｐｓであるとき
、ポスト処理部２０７は、デコード後の各ピクチャの画像データをそのままディスプレイ
に送る。
【０２１２】
　図３５は、ポスト処理部２０７の構成例を示している。この例は、上述したようにデコ
ード後の各ピクチャの画像データのフレームレートが１２０ｆｐｓあるいは６０ｆｐｓで
あって、表示能力が１２０ｆｐｓあるいは６０ｆｐｓである場合に対処可能とした例であ
る。
【０２１３】
　ポスト処理部２０７は、補間部２７１と、サブサンプル部２７２と、スイッチ部２７３
を有している。非圧縮データバッファ２０６からのデコード後の各ピクチャの画像データ
は、直接スイッチ部２７３に入力され、あるいは補間部２７１で２倍のフレームレートと
された後にスイッチ部２７３に入力され、あるいはサブサンプル部２７２で１/２倍のフ
レームレートとされた後にスイッチ部２７３に入力される。
【０２１４】
　スイッチ部２７３には、ＣＰＵ２０１から、選択情報が供給される。この選択情報は、
ＣＰＵ２０１が、表示能力を参照して自動的に、あるいは、ユーザ操作に応じて発生する
。スイッチ部２７３は、選択情報に基づいて、入力のいずれかを選択的に出力とする。こ
れにより、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６から表示タイミングで順次読み出され
た各ピクチャの画像データのフレームレートは、表示能力に合ったものとされる。
【０２１５】
　図３６は、デコーダ２０５、ポスト処理部２０７の処理フローの一例を示している。デ
コーダ２０５、ポスト処理部２０７は、ステップＳＴ５１において、処理を開始し、その
後に、ステップＳＴ５２の処理に移る。このステップＳＴ５２において、デコーダ２０５
は、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に蓄積されているデコード対象のビデオストリ
ームを読み出し、temporal_idに基づいて、ＣＰＵ２０１からデコード対象として指定さ
れる階層のピクチャを選択する。
【０２１６】
　次に、デコーダ２０５は、ステップＳＴ５３において、選択された各ピクチャの符号化
画像データをデコードタイミングで順次デコードし、デコード後の各ピクチャの画像デー
タを非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６に転送して、一時的に蓄積する。次に、ポス
ト処理部２０７は、ステップＳＴ５４において、非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６
から、表示タイミングで各ピクチャの画像データを読み出す。
【０２１７】
　次に、ポスト処理部２０７は、読み出された各ピクチャの画像データのフレームレート
が表示能力にあっているか否かを判断する。フレームレートが表示能力に合っていないと
き、ポスト処理部２０７は、ステップＳＴ５６において、フレームレートを表示能力に合
わせて、ディスプレイに送り、その後、ステップＳＴ５７において、処理を終了する。一
方、フレームレートが表示能力に合っているとき、ポスト処理部２０７は、ステップＳＴ
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５８において、フレームレートそのままでディスプレイに送り、その後、ステップＳＴ５
７において、処理を終了する。
【０２１８】
　図２７に示す受信装置２００の動作を簡単に説明する。受信部２０２では、受信アンテ
ナで受信されたＲＦ変調信号が復調され、トランスポートストリームＴＳが取得される。
このトランスポートストリームＴＳは、デマルチプレクサ２０３に送られる。デマルチプ
レクサ２０３では、トランスポートストリームＴＳから、デコード能力（Decoder tempor
al layer capability）に応じた階層組のピクチャの符号化画像データが選択的に取り出
され、圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に送られ、一時的に蓄積される。
【０２１９】
　デコーダ２０５では、圧縮データバッファ２０４に蓄積されているビデオストリームか
ら、デコードすべき階層として指定された階層のピクチャの符号化画像データが取り出さ
れる。そして、デコーダ２０５では、取り出された各ピクチャの符号化画像データが、そ
れぞれ、そのピクチャのデコードタイミングでデコードされ、非圧縮データバッファ（ｄ
ｐｂ）２０６に送られ、一時的に蓄積される。この場合、各ピクチャの符号化画像データ
がデコードされる際に、必要に応じて、非圧縮データバッファ２０６から被参照ピクチャ
の画像データが読み出されて利用される。
【０２２０】
　非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）２０６から表示タイミングで順次読み出された各ピク
チャの画像データは、ポスト処理部２０７に送られる。ポスト処理部２０７では、各ピク
チャの画像データに対して、そのフレームレートを、表示能力に合わせるための補間ある
いはサブサンプルが行われる。このポスト処理部２０７で処理された各ピクチャの画像デ
ータは、ディスプレイに供給され、その各ピクチャの画像データによる動画像の表示が行
われる。
【０２２１】
　以上説明したように、図１に示す送受信システム１０においては、送信側において、階
層毎にエンコード間隔が算出され、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード
時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイムスタンプが各階層のピクチャの符
号化画像データに付加されるものである。そのため、例えば、受信側においてデコード能
力に応じた良好なデコード処理が可能となる。例えば、デコード能力が低い場合であって
も、圧縮データバッファ２０４のバッファ破たんを招くことなく、低階層のピクチャの符
号化画像データを選択的にデコードすることが可能となる。
【０２２２】
　また、図１に示す送受信システム１０においては、送信側において、トランスポートス
トリームＴＳのレイヤに、スケーラビリティ・エクステンション・デスクリプタ（scalab
ility_extension_descriptor）等が挿入されるものである。そのため、例えば、受信側で
は、階層符号化における階層情報、トランスポートストリームＴＳに含まれるビデオスト
リームの構成情報などを容易に把握でき、適切なデコード処理を行うことが可能となる。
【０２２３】
　また、図１に示す送受信システム１０においては、送信部において、複数の階層を２以
上の所定数の階層組に分割し、低階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテ
ナするＴＳパケットの優先度ほど高く設定されるものである。例えば、２分割の場合、「
transport_priority」の１ビットフィールドは、ベースレイヤ、つまり低階層側の階層組
のピクチャの符号化画像データをコンテナするＴＳパケットの場合は“１”に設定され、
ノンベースレイヤ、つまり高階層側の階層組のピクチャの符号化画像データをコンテナす
るＴＳパケットの場合は“０”に設定される。そのため、例えば、受信側では、このＴＳ
パケットの優先度に基づいて、自身のデコード能力に応じた階層組のピクチャの符号化画
像データのみを圧縮データバッファ（ｃｐｂ）２０４に取り込むことが可能となり、バッ
ファ破たんを回避することが容易となる。
【０２２４】
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　また、図１に示す送受信システム１０においては、送信側において、各階層組に対応し
たサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値が挿入され、その値は自
己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値とされるもので
ある。そのため、ビデオストリームの受信側では、各サブストリームのデコードが可能か
否かの判断を、挿入されているビットストリームのレベル指定値に基づいて容易に判断す
ることが可能となる。
【０２２５】
　また、図１に示す送受信システム１０においては、送信側において、トランスポートス
トリームＴＳのレイヤ（コンテナのレイヤ）に、各階層組のサブストリームに挿入される
ビットストリームのレベル指定値が、当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピ
クチャを含むレベル値であることを示すフラグ情報（level_constrained_flag）が挿入さ
れるものである。そのため、受信側では、このフラグ情報により、各階層組のサブストリ
ームに挿入されるビットストリームのレベル指定値が当該階層組以下の階層組に含まれる
全ての階層のピクチャを含むレベル値であることがわかり、sublayer_level_idcを用いた
確認処理が不要となり、デコード処理の効率化を図ることが可能となる
【０２２６】
　＜２．変形例＞
　なお、上述実施の形態においては、送信装置１００と受信装置２００からなる送受信シ
ステム１０を示したが、本技術を適用し得る送受信システムの構成は、これに限定される
ものではない。例えば、受信装置２００の部分が、例えば、（ＨＤＭＩ（High-Definitio
n Multimedia Interface）などのデジタルインタフェースで接続されたセットトップボッ
クスおよびモニタの構成などであってもよい。
【０２２７】
　また、上述実施の形態においては、コンテナがトランスポートストリーム（ＭＰＥＧ－
２　ＴＳ）である例を示した。しかし、本技術は、インターネット等のネットワークを利
用して受信端末に配信される構成のシステムにも同様に適用できる。インターネットの配
信では、ＭＰ４やそれ以外のフォーマットのコンテナで配信されることが多い。つまり、
コンテナとしては、デジタル放送規格で採用されているトランスポートストリーム（ＭＰ
ＥＧ－２　ＴＳ）、インターネット配信で使用されているＭＰ４などの種々のフォーマッ
トのコンテナが該当する。
【０２２８】
　また、本技術は、以下のような構成を取ることもできる。
　（１）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分類
された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの画
像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化部と、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
とを備え、
　上記画像符号化部は、
　高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定
されたデコードタイミング情報を上記各階層のピクチャの符号化画像データに付加する
　送信装置。
　（２）上記画像符号化部は、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一のビデオストリームを生成し、
　上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組のピクチャの符号化画像
データに、所属階層組を識別するための識別情報を付加する
　前記（１）に記載の送信装置。
　（３）上記識別情報は、ビットストリームのレベル指定値であり、高階層側の階層組ほ
ど高い値とされる
　前記（２）に記載の送信装置。
　（４）上記画像符号化部は、



(33) JP 6330667 B2 2018.5.30

10

20

30

40

50

　上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、
　上記各階層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ上記所定数のビデオストリ
ームを生成する
　前記（１）に記載の送信装置。
　（５）上記画像符号化部は、
　上記各階層組のピクチャの符号化画像データに、所属階層組を識別するための識別情報
を付加する
　前記（４）に記載の送信装置。
　（６）上記識別情報は、ビットストリームのレベル指定値であり、高階層側の階層組ほ
ど高い値とされる
　前記（５）に記載の送信装置。
　（７）上記画像符号化部は、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一のビデオストリームを生成するか
、あるいは上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組のピクチャの符
号化画像データをそれぞれ持つ上記所定数のビデオストリームを生成し、
　上記コンテナのレイヤに、該コンテナに含まれるビデオストリームの構成情報を挿入す
る情報挿入部をさらに備える
　前記（１）から（６）のいずれかに記載の送信装置。
　（８）上記送信部は、
　上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、低階層側の階層組のピクチャの符
号化画像データをコンテナするパケットの優先度ほど高く設定する
　前記（１）から（８）のいずれかに記載の送信装置。
　（９）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分類
された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの画
像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化ステップと、
　送信部により上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送
信する送信ステップとを有し、
　上記画像符号化ステップでは、
　高階層ほどピクチャ毎の符号化画像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定
されたデコードタイミング情報を上記各階層のピクチャの符号化画像データに付加する
　送信方法。
　（１０）動画像データを構成する各ピクチャの画像データが複数の階層に分類されて符
号化されることで得られた各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデオストリーム
を含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信部を備え、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データには、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像デ
ータのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報が付加さ
れており、
　上記受信されたコンテナに含まれる上記ビデオストリームから選択された所定階層以下
の階層のピクチャの符号化画像データを、上記デコードタイミング情報が示すデコードタ
イミングでデコードして、上記所定階層以下の階層のピクチャの画像データを得る処理部
をさらに備える
　受信装置。
　（１１）上記受信されたコンテナには、上記各階層のピクチャの符号化画像データを持
つ単一のビデオストリームが含まれており、
　上記複数の階層は２以上の所定数の階層組に分割され、低階層側の階層組のピクチャの
符号化画像データをコンテナするパケットの優先度ほど高く設定されており、
　上記処理部は、デコード能力に応じて選択された優先度のパケットでコンテナされた所
定階層組のピクチャの符号化画像データをバッファに取り込んでデコードする
　前記（１０）に記載の受信装置。
　（１２）上記受信されたコンテナには、上記複数の階層が分割されて得られた２以上の
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所定数の階層組のピクチャの符号化画像データをそれぞれ持つ上記所定数のビデオストリ
ームが含まれており、
　上記処理部は、デコード能力に応じて選択されたビデオストリームが持つ所定階層組の
ピクチャの符号化画像データをバッファに取り込んでデコードする
　前記（１０）に記載の受信装置。
　（１３）上記処理部で得られる各ピクチャの画像データのフレームレートを表示能力に
合わせるポスト処理部をさらに備える
　前記（１０）から（１２）のいずれかに記載の受信装置。
　（１４）受信部により動画像データを構成する各ピクチャの画像データが複数の階層に
分類されて符号化されることで得られた各階層のピクチャの符号化画像データを持つビデ
オストリームを含む所定フォーマットのコンテナを受信する受信ステップを有し、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データには、高階層ほどピクチャ毎の符号化画像デ
ータのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイミング情報が付加さ
れており、
　上記受信されたコンテナに含まれる上記ビデオストリームから選択された所定階層以下
の階層のピクチャの符号化画像データを、上記デコードタイミング情報が示すデコードタ
イミングでデコードして、上記所定階層以下の階層のピクチャの画像データを得る処理ス
テップをさらに有する
　受信方法。
　（１５）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分
類された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの
画像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化部と、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
とを備え、
　上記画像符号化部は、
　上記各階層のピクチャの符号化画像データを持つ単一のビデオストリームを生成するか
、あるいは上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組のピクチャの符
号化画像データをそれぞれ持つ上記所定数のビデオストリームを生成し、
　上記コンテナのレイヤに、該コンテナに含まれるビデオストリームの構成情報を挿入す
る情報挿入部をさらに備える
　送信装置。
　（１６）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分
類された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの
画像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化部と、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
とを備え、
　上記送信部は、
　上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、低階層側の階層組のピクチャの符
号化画像データをコンテナするパケットの優先度ほど高く設定する
　送信装置。
　（１７）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分
類された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの
画像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化部を備え、
　上記画像符号化部は、上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組に
対応したサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値を挿入し、
　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレ
ベル指定値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル
値とされる
　符号化装置。
　（１８）上記画像符号化部は、
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　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれを含む上記所定数のビデオストリー
ムを生成する、または上記各階層組に対応したサブストリームの全てを含む単一のビデオ
ストリームを生成する
　前記（１７）に記載の符号化装置。
　（１９）画像符号化部により、動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数
の階層に分類し、該分類された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化され
た各階層のピクチャの画像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化ステップ
を有し、
　上記画像符号化ステップでは、上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各
階層組に対応したサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値を挿入し
、
　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレ
ベル指定値は、自己の階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル
値とされる
　符号化方法。
　（２０）動画像データを構成する各ピクチャの画像データを複数の階層に分類し、該分
類された各階層のピクチャの画像データを符号化し、該符号化された各階層のピクチャの
画像データを持つビデオストリームを生成する画像符号化部を備え、
　上記画像符号化部は、上記複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、各階層組に
対応したサブストリームのそれぞれにビットストリームのレベル指定値を挿入し、
　上記各階層組に対応したサブストリームのそれぞれに挿入されるビットストリームのレ
ベル指定値は、当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値
とされ、
　上記生成されたビデオストリームを含む所定フォーマットのコンテナを送信する送信部
と、
　上記コンテナのレイヤに、各階層組のサブストリームに挿入されるビットストリームの
レベル指定値が当該階層組以下の階層組に含まれる全ての階層のピクチャを含むレベル値
であることを示すフラグ情報を挿入する情報挿入部をさらに備える
　送信装置。
【０２２９】
　本技術の主な特徴は、階層毎にエンコード間隔を算出し、高階層ほどピクチャ毎の符号
化画像データのデコード時間間隔が小さくなるように設定されたデコードタイムスタンプ
が各階層のピクチャの符号化画像データに付加することで、受信側においてデコード性能
に応じた良好なデコード処理を可能としたことである（図９参照）。また、本技術の主な
特徴は、複数の階層を２以上の所定数の階層組に分割し、低階層側の階層組のピクチャの
符号化画像データをコンテナするパケットの優先度ほど高く設定することで、受信側にお
いて優先度をもとに自身のデコード能力に応じた階層組のピクチャの符号化画像データの
みをバッファに取り込み、バッファ破綻を回避可能にしたことである（図１９参照）。
【符号の説明】
【０２３０】
　１０・・・送受信システム
　１００・・・送信装置
　１０１・・・ＣＰＵ
　１０２・・・エンコーダ
　１０３・・・圧縮データバッファ（ｃｐｂ）
　１０４・・・マルチプレクサ
　１０５・・・送信部
　１２１・・・テンポラルＩＤ発生部
　１２２・・・バッファ遅延制御部
　１２３・・・ＨＲＤ設定部
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　１２４・・・パラメータセット/ＳＥＩエンコード部
　１２５・・・スライスエンコード部
　１２６・・・ＮＡＬパケット化部
　１４１・・・ＴＳプライオリティ発生部
　１４２・・・セクションコーディング部
　１４３-1～１４３-N・・・ＰＥＳパケット化部
　１４４・・・トランスポートパケット化部
　２００・・・受信装置
　２０１・・・ＣＰＵ
　２０２・・・受信部
　２０３・・・デマルチプレクサ
　２０４・・・圧縮データバッファ（ｃｐｂ）
　２０５・・・デコーダ
　２０６・・・非圧縮データバッファ（ｄｐｂ）
　２０７・・・ポスト処理部
　２３１・・・ＰＣＲ抽出部
　２３２・・・タイムスタンプ抽出部
　２３３・・・セクション抽出部
　２３４・・・ＴＳプライオリティ抽出部
　２３５・・・ＰＥＳペイロード抽出部
　２３６・・・ピクチャ選択部
　２５１・・・テンポラルＩＤ解析部
　２５２・・・対象階層選択部
　２５３・・・ストリーム統合部
　２５４・・・デコード部
　２７１・・・補間部
　２７２・・・サブサンプル部
　２７３・・・スイッチ部
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